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同
窓
会
会
長
　
寺
前
　
章

　

わ
が
母
校
が
昭
和
三
年

十
一
月
に
大
阪
鉄
道
学
校
と

し
て
誕
生
以
来
、
平
成
三
十

年
秋
に
創
立
九
十
年
の
歴
史

を
刻
み
ま
す
。

　

永
年
に
わ
た
り
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
ま
い
っ
た
重
み

に
、
私
達
は
先
人
の
ご
苦
労
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
来
る
べ

き
時
代
に
向
か
っ
て
飛
躍
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
二
十
七
年
に
故
村
上
末
治
先
輩
よ
り
、
会
長
の
職
を

引
き
継
ぎ
、
あ
っ
と
い
う
ま
の
２
年
間
で
し
た
。

　

学
校
法
人
大
阪
産
業
大
学
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
ま
す
大
学
の

校
友
会
、
わ
れ
わ
れ　

附
属
高
校
同
窓
会
、
大
阪
桐
蔭
高
校

同
窓
会
、
本
校
後
援
会
、
後
援
会
Ｏ
Ｂ
会
、
梧
桐
会
Ｏ
Ｂ
会

　

な
ど
関
係
す
る
諸
団
体
と
交
流
、
懇
親
を
深
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
団
体
と
連
携
し
て
学
校
法
人
グ
ル
ー
プ
を
応

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
諸
氏
も
心
か
ら
の
ご
支
援
を
心
よ
り
お
待
ち
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

平成28年度

平成28年

平成29年

平成28年度 収支決算書表　　自 平成28年4月1日～至 平成29年3月31日  （単位：円）

収
入
の
部

費　目 28年予算 28年実績 摘　要
繰 越 金 12,750,135 12,750,135
入 会 金 （ 1 ） 5,500,000 0 平成29年度定期入学	入会金	
　 〃 　 （ 2 ） 120,000 平成28年度追加入学	入会金	
　 〃 　 （ 3 ） 7,500,000 7,510,000 平成28年度定期入学	未入会金	
年 間 会 費 600,000 539,701 471件
受 取 利 息 10,000 58 普通預金・定期預金利息
雑 収 入 250,000 150,000 寄付及びご祝儀
預 り金（ 広 告 掲 載 ） 0 200,000 平成29年度くろがね45号広告掲載料	
収 入 計 13,860,000 8,519,759
合 　 計 26,610,135 21,269,894

（単位：円）

　
支
出
の
部

費　目 28年予算 28年実績 摘　要
会 報 発 行 3,100,000 3,040,680 くろがね・編集・印刷・発送・広告等
総 会 費 1,350,000 1,246,794 会場・懇親会運営・お土産・写真等
会 議 費 50,000 48,857 役員・幹事会
懇 談 会 費 250,000 286,145 新年会・校友会・役員会等
活 動 費 1,000,000 959,819

（ 体 育 祭 助 成 金 ） （120,000） （120,000） 体育祭	賞品
（ 各 種 お 祝 い 金 ） （330,000） （300,000） 各種クラブ・会への祝儀
（ 卒 業 記 念 品 ） （550,000） （539,819） 卒業年度記念品助成　総会にて進呈
同 期 会 助 成 金 200,000 110,000 同期クラス会助成
管 理 費 760,000 754,920 名簿及びPC更新と管理
通 信 費 110,000 106,157 郵送・電話料・アンケートはがき受取切手
旅 費 交 通 費 250,000 164,500 役員・幹事の交通費
慶 弔 費 100,000 47,108 慶弔費
事 務 用 品 費 50,000 53,268 事務用品費・中封筒作成
支 払 い 手 数 料 60,000 59,450 振替口座・振込・受取人払い手数料等
雑 費 20,000 6,742 残高証明・年賀等
予 備 費 100,000 0 各項目に該当しない臨時出費	
預 り金（ 広 告 掲 載 ） 0 210,000 27年度中に入金した広告掲載料21社
支 出 計 7,400,000 7,094,440
次 年 度 繰 越 金 19,210,135 14,175,454
合 　 　 　 　 計 26,610,135 21,269,894

上記のとおり報告いたします。

創立者：瀬島 源三郎 先生

会員データ
●卒業生数………………………53,192名
●重複卒業生数…………………… 510名

●発行数…………………………24,402部

（平成29年4月24日現在）

● 今春卒業されたみなさんは無料ご招待 ！
●  総会出席の方は同封のハガキでご連絡ください。
　 5月15日（月）必着
● ご出席の方には「記念品」プレゼント ！

◎来年はいよいよ創立90周年を迎えます
◎ ３月18日に産大校友会、桐蔭中高同窓会、産大附属高同窓会、三校の

合同親睦会が実現する。
◎一貫坂彰（S47年普通科卒）氏、黄綬褒章受賞する
◎「卒業生の社長会」発足の推進メンバーの募集中！

45
号

TO
PIX

今年！
卒業された
みなさん

シェラトン
   都ホテル大阪

6
11
㊐平成29年度総会

開 催 日 平成29年6月11日（日）
受付開始 午前10時30分 開 会 午前11時00分

懇 親 会 午後12時00分 閉 会 午後2時00分

開催場所 シェラトン都ホテル大阪（近鉄上本町下車） ☎06-6773-1111
臨時会費 一般会員 ： 5,000円　女子会員 ： 3,000円

会員の同伴 ： 3,000円　介添者 ： 無料

吹奏楽部、
チアリーディング部

在校生の
共演を

お楽しみに！

	 ４月	 3日（日）	 高等学校・中学校入学式
	 ４月	 6日（水）	 会計監査　会長　会計　監査役出席
	 ４月	 6日（水）	 役員幹事会　役員幹事出席
	 ４月	 22日（金）	

村上相談役		告別式	・葬儀　会長　役員出席
　

	 ４月	 23日（土）	
	 4月	 26日（火）	 大学講演　会長出席
	 ５月	 21日（土）	 後援会　親睦会　会長　役員出席
	 ５月	 24日（火）	

元理事長	大西利治氏告別式・葬儀　会長　役員出席
	 ５月	 25日（水）	
	 ６月	 6日（月）	 役員幹事会　役員幹事出席
	 ６月	 9日（木）	 役員幹事会　役員幹事出席
	 ６月	 23日（木）	 役員幹事会　役員幹事出席
	 ６月	 26日（日）	 定期総会懇親会
	 ６月	 27日（月）	 梧桐会総会　会長　役員出席
	 ９月	 22日（祝）	 中学体育祭　会長　役員出席
	 ９月	 29日（木）	 卒業生訪問　会長　役員出席
	 ９月	 30日（金）	 高校体育祭　会長　役員出席
	10月	 26日（水）	 学校関係者　評価委員会　会長出席
	11月	 １日（火）	 梧桐祭　会長　役員出席
	11月	 ６日（金）	 学園物故者慰霊祭　会長出席
	11月	 17日（木）	 桐蔭高校吹奏楽部全国金賞受賞お祝い　会長　役員出席
	11月	 17日（木）	 役員幹事会　会長　役員出席
	12月	 7日（水）	 くろがね第１回編集会議　役員・幹事

	 １月	 12日（木）	 くろがね第2回編集会議　役員・幹事
	 １月	 22日（日）	 新年懇談会　役員・幹事出席
	 １月	 28日（土）	 産大附属高校卒業式　会長　役員出席
	 2月	 14日（火）	 桐蔭高校　選抜高校野球出場お祝い　会長　役員出席
	 ２月	 24日（金）	 くろがね第3回編集会議　役員・幹事
	 3月	 8日（水）	 くろがね第4回編集会議　役員・幹事
	 ３月	 11日（土）	 中学校卒業式　会長　役員出席
	 ３月	 18日（土）	 産大・産高・桐蔭高グループ親睦会　役員幹事出席
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６
月
26
日
（
日
）
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
（
Ｊ
Ｒ

大
阪
駅
）
で
、
午
前
中
は
定

期
総
会
、
午
後
か
ら
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
た
。
11
時
か
ら

開
催
さ
れ
た
総
会
は
、
物
故

者
へ
の
黙
祷
で
始
ま
り
、
同

窓
会
新
会
長
の
寺
前
章
氏
が

前
会
長
（
故
人
）
村
上
末
治

氏
の
長
年
の
功
績
を
た
た
え

今
後
の
抱
負
を
述
べ
挨
拶
さ

れ
た
。
そ
の
あ
と
新
校
長
の

今
田
悟
氏
か
ら
挨
拶
と
高
校

の
近
況
報
告
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
片
岡
満
（
鉄
高
Ｓ

35
年
電
気
卒
）
氏
の
司
会
進

行
に
よ
り
議
事
に
入
っ
た
。

議
長
に
寺
前
章
（
鉄
高
Ｓ
31

年
機
械
卒
）
氏
が
、
副
議
長

に
は
木
村
大
成
（
鉄
高
Ｓ
35

年
業
務
卒
）
氏
が
推
薦
さ
れ

審
議
に
入
っ
た
。
第
1
号
議

案
の
平
成
27
年
度
会
務
報
告

は
、
西
川
和
人
（
産
高
Ｓ
52

年
普
通
科
卒
）
氏
よ
り
、
第

2
号
議
案
の
平
成
27
年
度
収

支
決
算
報
告
は
、
大
谷
和
正

（
鉄
高
Ｓ
35
年
業
務
卒
）
氏
よ

り
、
第
３
号
議
案
の
会
計
監

査
報
告
は
、
上
殿
貞
義
（
鉄

高
Ｓ
29
年
機
械
卒
）
氏
よ
り
、

第
４
号
議
案
の
平
成
28
年
度

事
業
計
画
案
は
田
中
一
夫

（
鉄
高
Ｓ
40
年
電
気
卒
）
氏

か
ら
提
案
さ
れ
審
議
に
入
っ

た
。
第
５
号
議
案
の
平
成
28

年
度
収
支
予
算
案
は
、
大
谷

和
正
氏
か
ら
提
案
さ
れ
審
議

に
入
っ
た
。
そ
の
結
果
、
異

議
な
く
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
寺
前
章
会
長

か
ら
今
田
悟
校
長
に
母
校
へ

の
卒
業
記
念
品
贈
呈
が
行
わ

れ
た
。
集
合
写
真
撮
影
の
あ

と
午
後
か
ら
懇
親
会
に
入
っ

た
。
田
中
一
夫
氏
の
司
会
進

行
に
よ
り
、
寺
前
会
長
の
挨

拶
、
同
窓
会
名
誉
会
長
の
今

田
悟
校
長
か
ら
祝
辞
が
あ
っ

た
。
次
に
司
会
者
が
来
賓
の

紹
介
と
吉
岡
征
四
郎
理
事
長
、

瀬
島
順
一
郎
先
生
ら
の
祝
電

を
披
露
し
た
。
そ
の
あ
と
大

阪
産
業
大
学
校
友
会
の
小
泉

廣
美
会
長
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

　

懇
親
会
恒
例
の
乾
杯
の
音

頭
は
、
橋
本
輝
雄
（
大
鉄

Ｓ
20
年
電
気
卒
90
才
）
氏
が

元
気
よ
く
発
声
し
懇
親
会
に

入
っ
た
。
宴
で
は
大
阪
産
業

大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学

校
後
援
会
会
長
の
山
元
賢
一

氏
か
ら
の
祝
辞
、
大
谷
和
正

氏
か
ら
は
同
期
会
の
紹
介
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
フ
ァ

ン
層
を
広
げ
て
い
る
ゲ
ス
ト
：

ワ
ラ
イ
ナ
キ
の
お
二
人
が
懐

か
し
い
曲
で
盛
り
上
げ
、
元

応
援
団
の
吉
田
潤
二
（
鉄
高

Ｓ
48
年
機
械
卒
）
氏
が
演
壇

に
飛
び
入
り
で
校
歌
斉
唱
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
懇
親
会

の
盛
り
上
が
り
は
極
限
に
達

し
た
。

　

懇
親
会
に
は
、
97
名
が
参

加
し
、
懐
か
し
い
恩
師
と
の

再
会
を
喜
び
、
学
友
と
の
旧

交
を
温
め
て
い
た
。
副
会
長

の
大
瀬
戸
美
満
（
鉄
高
Ｓ
43

年
機
械
卒
）
氏
か
ら
感
謝
の

挨
拶
が
あ
り
、
あ
っ
と
い
う

間
の
楽
し
い
懇
親
会
で
あ
っ

た
。
出
口
で
は
参
加
者
全
員

が
手
土
産
を
片
手
に
持
ち
笑

顔
で
、
ま
た
来
年
の
再
会
を

約
束
し
て
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
お
開
き
と
な
っ

た
。　

来
年
の
総
会
・
懇
親

会
会
場
は
天
王
寺
区
上
本
町

の
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル

大
阪
で
開
催
。
平
成
29
年

（
２
０
１
７
年
）
６
月
11
日 

（
日
）
ま
で
お
元
気
で
楽
し
み

に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

報
告
者

く
ろ
が
ね
編
集
長 

田
中
一
夫

来
賓

《
大
阪
産
業
大
学
附
属

中
学
校
高
等
学
校
》

　

校
長 

今
田　
　

悟

　

教
頭 

酒
匂　

善
宏

　

教
育
相
談
役 

竹
井　
　

繁

　

事
務
長 

久
保　

雅
洋

　

事
務 

吉
田　

秀
雄

　

教
職
員 

高
瀬　
　

晃

　

元
校
長 

楠
本　

義
一

　

元
副
校
長 

鈴
木　
　

博

　

元
教
職
員 

小
田　

好
郎

　
 

菊
一
憲
司
郎

　

元
事
務
次
長 

板
井　

孝
治

　

元
教
秘
書 

佐
藤
友
伎
子

　

お
孫
様 

長
谷　

保
子

《
大
阪
産
業
大
学
校
友
会
》

　

相
談
役 

池
田　

義
隆

 

美
内　

照
男

　

会
長 

小
泉　

廣
美

　

副
会
長 
梅
原　

一
男

 
森
本　
　

勉

 
宮
本　

芳
文

 

福
井　

義
員

　

幹
事 

高
見　

新
一

《
大
阪
産
業
大
学
附
属

中
学
校
高
等
学
校
梧
桐
会
》

　

会
長 

東　

浩
太
朗

　

副
会
長 

山
本
恵
美
子

《
大
阪
産
業
大
学
附
属

中
学
校
高
等
学
校
Ｏ
Ｂ
会
》

　

会
長 

川
合　

正
哉

《
大
阪
産
業
大
学
附
属

中
学
校
高
等
学
校
後
援
会
》

　

会
長 

山
元　

賢
一

　

副
会
長 

山
下
千
雅
子

会
員

大
鉄
Ｓ
14 

濱
田　

清
治

大
鉄
Ｓ
18 

楊　
　

根
宝

大
鉄
Ｓ
20 

加
藤　
　

守

大
鉄
Ｓ
20 

橋
本　

輝
雄

大
鉄
Ｓ
20 

安
信　

昭
雄

一
鉄
Ｓ
23　
参
与	

畑　
　

昌
三

一
鉄
Ｓ
23　
会
計
監
査	

小
池　

明
雄

鉄
中
Ｓ
25　
参
与	

河
邊　

榮
一

鉄
高
Ｓ
25 

福
味　

進
二

鉄
高
Ｓ
29　
会
計
監
査	

上
殿　

貞
義

　
　
　
　
　
　
　

夫
人	

上
殿　

順
子

鉄
高
Ｓ
29 

中
村　

順
一

鉄
高
Ｓ
30　
常
任
幹
事	

勇
上　

隆
司

鉄
高
Ｓ
31	

前
西　

勝
治

鉄
高
Ｓ
31　
会
長	

寺
前　
　

章

鉄
高
Ｓ
31 

中
野　
　

修

鉄
高
Ｓ
31 

阿
賀　

芳
勝

鉄
高
Ｓ
31 

山
村　

欽
也

鉄
高
Ｓ
33　
幹
事　

	

小
川　

和
彦

鉄
高
Ｓ
33	

筒
井　

康
雄

鉄
高
Ｓ
35　
副
会
長 

片
岡　
　

満

鉄
高
Ｓ
35　
副
会
長
・
会
計 

大
谷　

和
正

鉄
高
Ｓ
35 

青
木　

治
雄

鉄
高
Ｓ
35 

上
田　
　

弘

鉄
高
Ｓ
35 

平
城　

文
夫

鉄
高
Ｓ
35 

中
村　

増
一

鉄
高
Ｓ
35 

川
本　

英
雄

鉄
高
Ｓ
35 

佐
々
木　

基

鉄
高
Ｓ
35 

荒
川　

達
夫

鉄
高
Ｓ
35　
常
任
幹
事	

木
村　

大
成

鉄
高
Ｓ
35 

井
上　

圭
司

鉄
高
Ｓ
35 

西
田　

克
己

鉄
高
Ｓ
35 

田
村　

恭
廣

鉄
高
Ｓ
35　
常
任
幹
事	

向
井　
　

章

鉄
高
Ｓ
36 

山
田　

卓
雄

鉄
高
Ｓ
38 

金
谷　

明
敏

鉄
高
Ｓ
39　
幹
事	

辻
野　

孝
治

鉄
高
Ｓ
40 

吉
武　
　

要

鉄
高
Ｓ
40 

北
口　

義
彦

鉄
高
Ｓ
40 

渡
士　

信
義

鉄
高
Ｓ
40　
副
会
長	

田
中　

一
夫

鉄
高
Ｓ
40 

堀
井　

利
治

鉄
高
Ｓ
40　
常
任
幹
事 

田
邊　

正
喜

鉄
高
Ｓ
41 

井
上　

正
章

鉄
高
Ｓ
41　
幹
事	

内
藤　

和
男

鉄
高
Ｓ
42	

内
藤　
　

修

鉄
高
Ｓ
42	

天
野　

次
郎

鉄
高
Ｓ
43　
副
会
長	

大
瀬
戸
美
満

鉄
高
Ｓ
45	

江
南　

利
秋

鉄
高
Ｓ
47　
幹
事	

中
山　

俊
治

鉄
高
Ｓ
48 

吉
田　

潤
二

鉄
高
Ｓ
50	

松
村　

廣
昭

鉄
高
Ｓ
50	

高
瀬　

光
夫

鉄
高
Ｓ
50	

金
城　

秀
明

産
高
Ｓ
52　
副
会
長	

西
川　

和
人

産
高
Ｓ
53　
常
任
幹
事 

市
場　

孝
士

産
高
Ｓ
53　
お
母
様 

西
村　

次
子

産
高
Ｓ
56 

中
村　

直
樹

産
高
Ｓ
57	

西
端　

勝
樹

産
高
Ｓ
57	

北
次　

成
典

産
高
Ｓ
57	

向
川　

圭
二

産
高
Ｓ
57 

東
浦　

孝
之

産
高
Ｓ
57 

毛
利　

義
明

産
高
Ｓ
57 

山
原　

智
一

産
高
Ｓ
58　
常
任
幹
事	

大
城　

成
憲

産
高
Ｓ
58　
常
任
幹
事	

笠
間　

優
雄

産
高
Ｓ
58　
常
任
幹
事	

山
本　

忠
史

産
高
Ｓ
58	

西
田　
　

守

産
高
Ｓ
61	

吉
田　

政
之

産
附
Ｈ
10	

大
木　
　

喬

産
附
Ｈ
21　
お
母
様	

櫻
井
八
重
子
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Ｓ
14	

濵
田　

清
治

Ｓ
15	

五
十
嵐
助
兼

Ｓ
15	

岡
村　

英
雄

Ｓ
16	

神
谷　

賢
次

Ｓ
16	

木
村　

繁
治

Ｓ
16	

佐
藤　
　

孝

Ｓ
17	

寺
田　

種
一

Ｓ
18	

押
越　

繁
治

Ｓ
18	

辻　
　

昌
治

Ｓ
18	

亀
井　

勝
二

Ｓ
18	

前
川　

正
和

Ｓ
18	

川
端
清
二
郎

Ｓ
18	

山
岡　

昭
雄

Ｓ
18	

平
木　
　

馨

Ｓ
18	

木
田　

哲
彦

Ｓ
18	

楊　
　

根
宝

Ｓ
18	

林　
　

大
行

Ｓ
19	

千
葉　

誠
三

Ｓ
19	

山
崎　

道
夫

Ｓ
19	

久
保　

淑
郎

Ｓ
19	

山
下　

一
美

Ｓ
19	

工
藤　

六
郎

Ｓ
20	

中
林　

眞
男

Ｓ
20	

杉
原　
　

勇

Ｓ
20	

橋
本　

富
夫

Ｓ
20	

加
藤　
　

守

Ｓ
20	

森
井　

節
夫

Ｓ
20	

樋
口　

文
雄

Ｓ
20	

安
信　

昭
雄

Ｓ
20	

冨
士
野
欣
一

Ｓ
20	

馬
伏　

昭
二

Ｓ
20	

柴
田
昭
三
郎

Ｓ
20	

橋
本　

捷
齋

Ｓ
20	

山
本　
　

潔

Ｓ
20	

山
室　

康
晃

Ｓ
20	

田
坂　

健
次

Ｓ
20	

谷
口　

哲
雄

Ｓ
20	

田
間　

貞
雄

Ｓ
20	

橋
本　

輝
雄

Ｓ
21	

飯
嶋　

徳
雄

Ｓ
21	

小
坂　
　

彰

Ｓ
21	

田
中　
　

肇

Ｓ
21	

中　
　

鐡
男

Ｓ
21	

松
本　

育
夫

Ｓ
21	

溝
川　

和
己

Ｓ
21	

谷
勝　

光
雄

Ｓ
21	

山
下　

卓
弘

Ｓ
23	

中
井　

重
次

Ｓ
23	

米
原　

作
治

Ｓ
23	

関
和　

輝
雄

Ｓ
23	

小
池　

明
雄

Ｓ
23	

畑　
　

昌
三

Ｓ
23	

森　
　

健
容

Ｓ
24	

大
⻆　
　

実

Ｓ
24	

浅
見　

一
郎

Ｓ
24	

大
宅　

良
一

Ｓ
24	

尾
崎　

純
弘

Ｓ
24	

鹿
田　

順
一

Ｓ
24	

隅
野　

弘
二

Ｓ
25	

山
根　

久
通

Ｓ
25	

中
尾　
　

弘

Ｓ
25	

天
井　

一
夫

Ｓ
25	

河
邊　

榮
一

Ｓ
25	

福
味　

進
二

Ｓ
26	

中
上　

宗
雄

Ｓ
26	

下
村　

俊
一

Ｓ
26	

安
藤　
　

述

Ｓ
26	

山
本　

嘉
明

Ｓ
26	

西
野　

千
冬

Ｓ
26	

堀
江　

治
之

Ｓ
26	

上
西
健
太
郎

Ｓ
27	

松
下　

忠
男

Ｓ
27	

池
田　

昌
二

Ｓ
27	

木
村　
　

清

Ｓ
28	

関
口　

敏
矩

Ｓ
29	

中
村　

順
一

Ｓ
29	

砥
山　

善
夫

Ｓ
29	

上
殿　

貞
義

Ｓ
30	

山
田　

浩
司

Ｓ
30	

原　
　

保
司

Ｓ
30	

島
岡　

章
好

Ｓ
30	

中
谷　

正
秋

Ｓ
30	

栄
元　

利
彦

Ｓ
30	

勇
上　

隆
司

Ｓ
31	

粟
野　

外
治

Ｓ
31	

徳
山　
　

勉

Ｓ
31	

小
川　
　

清

Ｓ
31	

中
野　
　

修

Ｓ
31	

福
岡　

四
郎

Ｓ
31	

寺
前　
　

章

Ｓ
31	

前
西　

勝
治

Ｓ
31	

山
村　

欽
也

Ｓ
31	

阿
賀　

芳
勝

Ｓ
32	

髙
折　

秀
夫

Ｓ
32	

白
川　

清
司

Ｓ
32	

森
本　

勝
之

Ｓ
32	

佐
伯　
　

清

Ｓ
33	

南　

美
知
夫

Ｓ
33	

立
田　

次
郎

Ｓ
33	
高
岸　

節
男

Ｓ
33	
田
高
田
登
二

Ｓ
33	
小
田　

瀧
三

Ｓ
33	

澗
隨　

貢
世

Ｓ
33	

西
川　

景
朗

Ｓ
33	

田
中　
　

進

Ｓ
33	

井
澤　

眞
司

Ｓ
33	

辰
見　

忠
治

Ｓ
33	

奥
田　

博
成

Ｓ
33	

道
上　

武
男

Ｓ
33	

小
川　

和
彦

Ｓ
33	

筒
井　

康
雄

Ｓ
34	

石
田　

隆
章

Ｓ
34	

山
口　

次
男

Ｓ
34	

竹
田　

辰
男

Ｓ
34	

若
木　
　

愿

Ｓ
34	

久
野　

良
夫

Ｓ
34	

佐
々
木　

峻

Ｓ
34	

松
浦　

安
夫

Ｓ
34	

西
原　

悦
男

Ｓ
34	

塩
釜　

辰
雄

Ｓ
34	

柴
田　

輝
雄

Ｓ
34	

平
澤　
　

武

Ｓ
34	

秋
田　
　

稔

Ｓ
34	

岡
野　
　

忍

Ｓ
34	

山
田　

宏
美

Ｓ
34	

佐
本　

義
一

Ｓ
34	

古
川　

正
照

Ｓ
34	

永
金　

良
夫

Ｓ
34	

吉
田　

繁
夫

Ｓ
34	

東　
　

輝
一

Ｓ
34	

浦
東　

武
士

Ｓ
34	

佐
々
木　

守

Ｓ
34	

橋
本　

文
夫

Ｓ
34	

塩
釜　

辰
雄

Ｓ
34	

大
野　

泰
宏

Ｓ
34	

髙
木　

康
行

Ｓ
34	

府
川　

敏
夫

Ｓ
34	

川
口　

八
朗

Ｓ
34	

杉
原　

高
明

Ｓ
34	

米
田　

和
正

Ｓ
34	

金
市　

一
郎

Ｓ
34	

矢
田　
　

勲

Ｓ
34	

村
上　

喜
信

Ｓ
34	

早
川　

幸
三

Ｓ
35	

霜
田　

勝
敏

Ｓ
35	

酒
井　

浄
司

Ｓ
35	

長
田　

充
晴

Ｓ
35	

西
田　

克
己

Ｓ
35	

西　
　

義
葊

Ｓ
35	

中
村　

増
一

Ｓ
35	

谷
口
松
五
郎

Ｓ
35	

天
野　

利
治

Ｓ
35	

大
内　

雅
雄

Ｓ
35	

木
下　

政
博

Ｓ
35	

宮
㟢　

宗
仁

Ｓ
35	

向
井　
　

章

Ｓ
35	

塩
谷　
　

正

Ｓ
35	

森
本　

榮
三

Ｓ
35	

尾
島　

誌
郎

Ｓ
35	

北
村　

雅
司

Ｓ
35	

中
塚　

誠
一

Ｓ
35	

平
城　

文
夫

Ｓ
35	

青
木　

治
雄

Ｓ
35	
八
木　

孝
夫

Ｓ
35	
大
槻　

雅
弘

Ｓ
35	

小
林　

正
治

Ｓ
35	

小
林　

孝
之

Ｓ
35	

山
本　

昌
弘

Ｓ
35	

中
村　

文
昭

Ｓ
35	

細
坪　

位
光

Ｓ
35	

熊
倉　

和
夫

Ｓ
35	

重
村　

幸
彦

Ｓ
35	

居
川　

和
敏

Ｓ
35	

荒
川　

達
夫

Ｓ
35	

鍛
冶　

保
一

Ｓ
35	

池
田　

勝
彦

Ｓ
35	

梶
原　

幹
男

Ｓ
35	

水
口　

洪
二

Ｓ
35	

山
本　

勝
紀

Ｓ
35	

眞
田　

康
弘

Ｓ
35	

小
西　
　

了

Ｓ
35	

牧
田　
　

弘

Ｓ
35	

川
本　

英
雄

Ｓ
35	

中
川
比
呂
志

Ｓ
35	

雁
尾　

幸
男

Ｓ
35	

安
井　

宏
一

Ｓ
35	

福
本　
　

満

Ｓ
35	

片
岡　
　

満

Ｓ
35	

大
谷　

和
正

Ｓ
35	

木
村　

大
成

Ｓ
35	

上
田　
　

弘

Ｓ
35	

佐
々
木　

基

Ｓ
35	

井
上　

圭
司

Ｓ
35	

田
村　

恭
葊

Ｓ
36	

安
田　

俊
雄

Ｓ
36	

山
西　

清
彦

Ｓ
36	

黒
田　

健
一

Ｓ
36	

新
屋　

修
二

Ｓ
36	

坂
下　

裕
一

Ｓ
36	

出
立　

末
男

Ｓ
36	

落
合　
　

晃

Ｓ
36	

青
野　

勝
利

Ｓ
36	

塚
本　

康
英

Ｓ
36	

堀
田　

末
秋

Ｓ
36	

楠
根　

忠
士

Ｓ
36	

生
地　

謙
一

Ｓ
36	

西
尾　

八
信

Ｓ
36	

種
草　

寿
明

Ｓ
36	

山
田　

卓
雄

Ｓ
36	

石
谷　
　

瑩

Ｓ
37	

石
嵜　
　

武

Ｓ
37	

小
林　
　

茂

Ｓ
37	

北
谷　

敦
志

Ｓ
37	

畠
山
眞
一
郎

Ｓ
37	

佐
脇　

修
學

Ｓ
37	

稲
田　
　

稔

Ｓ
37	

中
澤　
　

章

Ｓ
37	

辻
盛　

義
三

Ｓ
37	

塚　
　

眞
次

Ｓ
37	

近
藤　

義
雄

Ｓ
37	

前
川　

勝
行

Ｓ
37	

髙
橋　

富
雄

Ｓ
37	

川
口　

貴
久

Ｓ
37	

植
田　
　

博

Ｓ
37	

西
口　

正
美

Ｓ
38	

芦
田　

邦
宏

Ｓ
38	
石
脇　
　

修

Ｓ
38	
中
村　

秀
樹

Ｓ
38	

金
谷　

明
敏

Ｓ
38	

福
本　
　

実

Ｓ
38	

森　
　

榮
昭

Ｓ
38	

松
村
陽
一
郎

Ｓ
38	

戸
梶　

純
司

Ｓ
38	

横
山　

弘
毅

Ｓ
38	

菊
一
憲
司
郎

Ｓ
38	

小
林　
　

勉

Ｓ
39	

吉
谷　

勝
利

Ｓ
39	

松
下　

一
雄

Ｓ
39	

藤
原　

敏
和

Ｓ
39	

山
岡　

鉄
昭

Ｓ
39	

呉　
　

武
義

Ｓ
39	

治
良　

輝
男

Ｓ
39	

柏
木　
　

正

Ｓ
39	

亀
川　

清
吉

Ｓ
39	

不
動　
　

勝

Ｓ
39	

横
田　

一
弘

Ｓ
39	

辻
野　

孝
治

Ｓ
39	

井
上　

孝
雄

Ｓ
39	

都
志　

正
淳

Ｓ
39	

宮
本　

知
良

Ｓ
39	

梅
原　

一
男

Ｓ
39	

菱
田　

英
男

Ｓ
39	

田
中　

敏
則

Ｓ
40	

小
林　

秀
夫

Ｓ
40	

白
井
喜
代
和

Ｓ
40	

前
田　

浩
司

Ｓ
40	

篠
原　

昌
直

Ｓ
40	

浜
上　
　

保

Ｓ
40	

田
辺　

正
喜

Ｓ
40	

小
林　

正
一

Ｓ
40	

上
谷　

好
一

Ｓ
40	

大
西　

嘉
治

Ｓ
40	

居
内　

鉄
雄

Ｓ
40	

田
中　

一
夫

Ｓ
40	

吉
武　
　

要

Ｓ
40	

北
口　

善
彦

Ｓ
40	

堀
井　

利
治

Ｓ
40	

渡
士　

信
義

Ｓ
41	

南
村　

吉
秀

Ｓ
41	

海
部　

徹
男

Ｓ
41	

淺
野　

和
葊

Ｓ
41	

井
上　

正
章

Ｓ
41	

札
場　
　

博

Ｓ
41	

西
奥　

文
雄

Ｓ
41	

神
戸　

紀
侑

Ｓ
41	

山
本　

浩
之

Ｓ
41	

美
内　

照
男

Ｓ
41	

内
藤　

和
男

Ｓ
41	

原
田　

重
雄

Ｓ
41	

玉
川　

照
夫

Ｓ
42	

片
山　

雅
己

Ｓ
42	

佐
藤　

邦
夫

Ｓ
42	

青
田　

俊
雄

Ｓ
42	

内
藤　
　

修

Ｓ
42	

溜
井
修
一
郎

Ｓ
42	

林　
　

隆
男

Ｓ
42	

光
本　

好
雄

Ｓ
42	

友
田　

久
方

Ｓ
42	

滿
越　
　

誠

Ｓ
42	
西
森　

一
雄

Ｓ
42	
天
野　

次
郎

Ｓ
43	

山
田　

哲
雄

Ｓ
43	

神
田　

昭
男

Ｓ
43	

鈴
木　
　

昇

Ｓ
43	

岡
田　

久
広

Ｓ
43	

小
西　

利
隆

Ｓ
43	

柴
原　

延
行

Ｓ
43	

中
込　

博
文

Ｓ
43	

河
田　

喜
一

Ｓ
43	

阪
尾
大
三
郎

Ｓ
43	

松
岡　

成
泰

Ｓ
43	

髙
見　

康
一

Ｓ
43	

阪
峯　
　

薫

Ｓ
43	

大
瀬
戸
美
満

Ｓ
44	

堀
口　
　

誠

Ｓ
44	

林　
　

好
治

Ｓ
44	

久
富　

明
雄

Ｓ
44	

吉
本　

正
志

Ｓ
44	

金
井　
　

章

Ｓ
44	

谷　
　

聖
一

Ｓ
44	

加
門　

政
行

Ｓ
44	

松
本　

茂
昭

Ｓ
44	

堀
江　
　

滋

Ｓ
44	

安
井　

敏
雄

Ｓ
44	

石
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秋
夫

Ｓ
44	
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茂
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Ｓ
44	

奥
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一
美

Ｓ
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生
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Ｓ
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Ｓ
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岡
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訓
三

Ｓ
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岡
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昭
雄

Ｓ
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合
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Ｓ
45	

由
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逸
次

Ｓ
45	

家
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正
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Ｓ
45	

市
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Ｓ
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宮
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正
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Ｓ
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辻　
　
　

肇

Ｓ
45	

江
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利
秋

Ｓ
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修

Ｓ
46	

立
田　

龍
助

Ｓ
46	

田
中　

壽
一

Ｓ
46	

高
木　

善
知

Ｓ
47	

金
谷　

友
晴

Ｓ
47	

森
岡　
　

保

Ｓ
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芝
辻　

直
和

Ｓ
47	

髙
橋　
　

宏

Ｓ
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中
山　

俊
治

Ｓ
48	

福
本　
　

勉

Ｓ
48	

土
手
下
正
明

Ｓ
48	

東
口　
　

進

Ｓ
48	

畑
尻　

幸
一

Ｓ
48	

吉
田　

潤
二

Ｓ
49	

表
西　

政
秀

Ｓ
49	

米
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洋
一

Ｓ
49	

中
瀬　

知
春

Ｓ
49	

織
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英
男

Ｓ
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岡
野　

和
也

Ｓ
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樋
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千
壽

Ｓ
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北
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正

Ｓ
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奥
野　

治
男

Ｓ
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村
松　

葊
昭

Ｓ
51	

湯
之
上
利
導

Ｓ
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杉
本　

正
之

Ｓ
51	
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通
孝

Ｓ
52	

木
村　

庄
一

Ｓ
52	

田
中　

信
良

Ｓ
52	

西
川　

和
人

Ｓ
53	

前
田　

博
文

Ｓ
53	

田
渕　

精
一

Ｓ
53	

市
場　

孝
士

Ｓ
53	

高
木　
　

満

Ｓ
53	

西
村　

次
子

Ｓ
54	

上
出　

昇
栄

Ｓ
54	

佐
々
木
政
博

Ｓ
54	

辻　
　

明
夫

Ｓ
55	

木
村　

浩
行

Ｓ
56	

中
村　

祐
一

Ｓ
56	

福
岡　

進
一

Ｓ
56	

棚
家　

雅
一

Ｓ
56	

伊
藤
日
出
喜

Ｓ
56	

金
澤　

一
也

Ｓ
57	

長
江　

秀
之

Ｓ
57	

峰
本　

耕
治

Ｓ
57	

小
島
総
一
郎

Ｓ
57	

玉
置　

正
雄

Ｓ
57	

鈴
木　

英
孝

Ｓ
57	

河
野　

通
宜

Ｓ
57	

宮
嶋　

芳
人

Ｓ
57	

西
端　

勝
樹

Ｓ
58	

為
島　

勝
行

Ｓ
58	

丸
岡　

光
弘

Ｓ
58	

中
吉　

尚
志

Ｓ
58	

河
崎　

裕
一

Ｓ
58	

有
田　

祐
一

Ｓ
58	

大
城　

成
憲

Ｓ
58	

笠
間　

優
雄

Ｓ
58	

山
本　

忠
史

Ｓ
58	

西
田　
　

守

Ｓ
58	

高
木　
　

満

Ｓ
59	

小
川　

真
也

Ｓ
59	

望
月　

常
彦

Ｓ
59	

小
西　

康
彦

Ｓ
60	

西
田　

文
彦

Ｓ
60	

村
田　

直
隆

Ｓ
60	

調　
　

俊
明

Ｓ
61	

加
藤　

敏
隆

Ｓ
61	

森
岡　

秀
行

Ｓ
61	

上
山　

晃
司

Ｓ
61	

竹
本　
　

勲

Ｓ
61	

下
北　

久
嗣

Ｓ
62	

義
久　

高
司

Ｓ
62	

河
村　

美
雄

Ｓ
62	

井
上　

憲
文

Ｓ
62	

岡
田　
　

透

Ｓ
63	

高
島　

仁
章

Ｓ
63	

大
工
裕
一
郎

Ｓ
63	

赤
坂　

光
浩

Ｓ
63	

佐
藤　

正
剛

Ｓ
63	

北
濱　

達
嗣

Ｓ
63	

宝
起　

昭
博

Ｓ
63	

岡
村　

和
彦

Ｈ
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修
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秋
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Ｈ
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居
川
彰
次
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Ｈ
２	

寺
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一
光

Ｈ
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森
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幸
典

Ｈ
３	
吉
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智
啓

Ｈ
３	
林　
　

大
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Ｈ
４	

城
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Ｈ
４	

下
釜
真
一
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Ｈ
５	

前
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慶
生

Ｈ
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山
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高
志

Ｈ
５	

大
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勇
人

Ｈ
６	

小
河　

元
季

Ｈ
６	

高
橋　

修
一

Ｈ
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延
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Ｈ
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Ｈ
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木　
　

喬

Ｈ
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河
合　

雄
介

Ｈ
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遠
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雅
也

Ｈ
14	

山
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幹
朗

Ｈ
14	

山
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一
史

Ｈ
14	

脇
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渡

Ｈ
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坂
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賢
一

Ｈ
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木
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昌
輝

Ｈ
17	

山
本　

晃
守

Ｈ
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Ｈ
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坂
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真
也

Ｈ
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忠
義

Ｈ
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西
村　

拓
斗

Ｈ
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奥
田　

喜
昭

Ｈ
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奥
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Ｈ
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川
尻　

利
幸

Ｈ
21	

松
村　

衣
穂

Ｈ
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櫻
井
八
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子

Ｈ
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山
本　

貴
大

Ｈ
22	

福
井　

洋
佑

Ｈ
22	

伊
藤　

一
歩

Ｈ
22	

内
山　
　

啓

Ｈ
24	

西
村　

有
斗

Ｈ
24	

生
田　

尚
行

Ｈ
24	

中
村　

勇
太

Ｈ
24	

杉
本　

勇
太

Ｈ
24	

石
島　

大
弐

Ｈ
24	

表
口　

宙
史

Ｈ
24	

表
口　

岳
史

Ｈ
25	

神
田　

浩
志

Ｈ
25	

杉
本　

貴
成

Ｈ
26	

西
村　

七
斗

Ｈ
26	

西
岡　

龍
星

Ｈ
26	

髙
橋　

奎
介

Ｈ
26	

岡
田　

勇
太

Ｈ
26	

住
吉　

隆
彌

Ｈ
27	

前
川　

千
明

Ｈ
27	

杉
本　

未
来

Ｈ
27	

北
村　
　

光

Ｈ
27	

宇
賀　

万
喜

Ｈ
27	

奥
田　
　

快

Ｈ
27	

小
川　

友
宏

Ｈ
28	

楯
岡　

敬
介

Ｈ
28	

三
井　

太
賀

Ｈ
28	

藤
田
紳
太
郎

Ｈ
28	

後
藤　

甚
哉

多くの同窓会会員の皆様から
年会費をお振込みしていただき
ありがとうございました。
会員の有志には数年分をまとめて
高額のお振込をいただきました。
感謝申し上げます。
年会費は、同窓会の運営上
とても大切な財源になっています。
年会費をお忘れの方には
ぜひお振込願いますよう
何卒よろしくお願い申し上げます。

同窓会会長　寺前　章

※郵便局振込票を参考にお名前を掲載させていただきましたが、
　掲載漏れがあるかもしれませんのでご容赦下さい。

第13回

平成29年6月24日（土） 午後7時より

なかの家　京橋店
都島区東野田2-4-20 京阪京橋ビル B1　TEL 06-6352-8800

5,000円（年会費2,000円含む）
【事務局】 新村和久　TEL 06-6930-6100

前回OB会の
様子

　平成17年選抜甲子園大会出場をきっかけとして、発足した硬式野球部OB会で
す。その後、毎年会員が集まって現役時代を振り返り、懇親・交流を深めてきました。
　今年もOB会を開催しますので、多数参加されますようにお願い致します。
　一人でも多くの参加を心よりお待ちしておりますので、気軽に参加してください。

生駒グランドベンチ
寄贈

平成28年度

（数字は卒業年度）

会費納入者
の皆様
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同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
て

多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ほ
ん
の
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、

生
徒
た
ち
の
状
況
を
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
度
四

月
よ
り
新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
国

際
科
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
で
は
、
一

年
を
か
け
て
外
国
人
留
学
生
と
の
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

三
月
初
め
に
は
、
一
年
間
の
仕
上
げ

と
し
て
一
泊
二
日
の
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
を
京
都
で
実
施
し
た

の
で
す
が
、
生
徒
た
ち
は
活
き
活
き

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
活
動
の
強
化
を
進
め

て
い
る
吹
奏
楽
部
は
、
こ
れ
ま
で
同

様
梧
桐
祭
で
の
演
奏
に
加
え
て
、
体

育
祭
や
卒
業
式
で
の
演
奏
を
は
じ
め

と
し
て
、
外
部
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
も

出
場
し
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、

い
い
結
果
を
出
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
他
に
も
運
動
部
で
は
、
全
国
大

会
・
近
畿
大
会
な
ど
へ
の
出
場
を
果

た
し
た
ク
ラ
ブ
が
い
く
つ
も
あ
り
ま

す
。
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
や
ダ
ン

ス
部
と
い
っ
た
女
子
生
徒
の
活
躍
も

め
ざ
ま
し
く
、
両
ク
ラ
ブ
と
も
全
国

大
会
へ
の
出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

地
元
地
域
か
ら
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演

依
頼
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
文
化
部

で
も
こ
れ
ま
で
以
上
の
結
果
を
出
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
色
々
な
分
野
で
、

生
徒
た
ち
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

先
に
実
施
し
た
平
成
二
十
九

年
度
入
試
の
結
果
、
高
校
で
は
、

七
百
四
十
三
名
の
入
学
生
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
予
定
し

て
い
た
ク
ラ
ス
数
を
急
遽
二
ク
ラ
ス

増
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
本
校
の
教
育
方
針

に
賛
同
い
た
だ
い
た
か
ら
で
あ
り
、

何
よ
り
も
生
徒
た
ち
の
様
子
が
認
め

ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

来
年
迎
え
る
創
立
九
十
周
年
に
向

け
て
、
今
後
も
本
校
の
教
育
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
母
校
を
見

守
っ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
ご
支

援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

幹事さん大募集中！
ただいま、同窓会幹事さんを募集しています。

090-8826-3636（大谷）
090-2385-0689（田中）

連絡先

 
ご
挨
拶

大
阪
産
業
大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

校
　
長
　
今
田
　
悟

大阪産業大学附属
中学・高等学校

写真のご用命は吉田写真館まで

TEL&FAX 0745-32-7851

　たむらけんじの学校に行こッ！のコーナーオープニング。今日は「大阪
産業大学附属高等学校」。創立88年目で、1928年北区の兎我野町に創
立した大阪鉄道学校が始まり。名前がかわって「大阪産業大学附属高等学
校」となった。今回2つのクラブにお邪魔した。インターハイに出場を決
めた伝統と歴史のあるウエイトリフティング部。もう一つは鉄道研究部。
平成4年に男子校から男女共学となり、現在全校生徒は1,969人。
　まずは全国大会常連のウエイトリフティング部へ。部では3人がインター
ハイ出場を果たした。ウエイトリフティングをやることになった理由を2
年大川くんにきくと、父親がウエイトリフティングの選手（アジアチャン
ピオン）だったなどと教えてくれた。黒川さんに50kgのバーベルあげを見
せてもらった。部内一の力持ちの大川くんに110kgに挑戦してもらう。大
川くんはあげる瞬間に、晩ごはんのことを考えているなどと話し「邪念が
入ってる」とたむけんに突っ込まれた。簡単そうに見えるが正しいフォー
ムが大切らしく、たむけんは30kgのウエイトを自己流で持ち上げ、その後
基本的なフォームを教わり、再度挑戦すると、簡単に持ち上げることがで
きた。魅力がわかってきたというたむけんは50kgに挑戦、成功できたため
60kgに挑戦するがダメだった。キャプテンや大川くんは将来の目標は東京
オリンピックとのこと。今月6日に行われたインターハイではキャプテンが
自己最高の総合5位、大川くんが140kgをあげ5位入賞を果たした。
　続いては鉄道をこよなく愛するクラブへ。鉄道ジオラマを見た。「貨物列
車が長い」とたむけんが言うと「最大26両」だという鉄道研究部の生徒が
居た。文化祭に力を入れており「すげぇ」と言われるという。生徒それぞ
れのお気に入りは「雷鳥」「トワイライトエクスプレス」等と話した。鉄
道好きになったキッカケを聞くと「運転士さんが手を振ってくれてかっこよ

かった、将来は運転士」「学研都市線の車両が格好いい！幼稚園の頃から好
き！」等の答えが返ってきた。部長の谷くんは最も好きな485系ラストラ
ンを撮影するために宮城県の仙台駅まで足を運んだという。鉄道好きが講じ
て日本を飛び出して中国の車両を撮影しにいったという生徒も居た。行きた
い駅を聞くと「小幌駅」「大阪の尼崎の間の塚本駅」だと話した。というこ
とでJR塚本駅におじゃまさせてもらって皆の活動を見せてもらうことに。
早速ベストポジションでカメラを構える鉄道研究部の皆。最高の瞬間を逃さ
ぬよう真剣な表情でカメラを構え
る。ホーム内では構内アナウンス
やメロディーを録音する音鉄の2
人が。社内では乗り鉄の谷くんが
椅子の座り心地を確認中。『今回
で確信した僕は「鉄ちゃん」で
す!!』たむらけんじ。
　大平サブローは「僕も鉄ちゃん
だったからよくわかる、このレー
ルがずーっと続いて札幌まで行っ
てると。つながってるんだと思っ
たらぐっとくる」と話した。三戸
なつめは「このぐらいの子がグ
ループ組んで悪さしてるとか言う
事件もある中で、こんな子いたら
良いなとも思う。ピュアでね」と
話した。

たむらけんじの学校に行こッ！
毎日放送：バラエティ／情報番組
2016年8月29日(月) 13:55～17:50放送の
内、当コーナーは17:21～放送
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　私は大阪産業大学高等学校大東校舎一期生で、今年50歳になりま
す。同窓会立ち上げのきっかけは、私が大学を卒業して一年くらい
たった約26年前のことです。当時の先生から同窓会を発足するとい
うことで会長に推薦され、桐蔭同窓会は始まりました。当初は桐蔭
の行事や学園の各行事には、私と数名の役員で参加するくらいの程
度でした。
　桐蔭も創立30周年が過ぎ平成28年11月３日に幹事会を開催し、大
阪桐蔭高等学校同窓会を正式に立ち上げることとなりました。
　我々同窓会は母校を今以上に盛り上げ、益々繁栄していくよう応
援していきたいと思っております。
　また、大阪産業大学附属高等学校同窓会、大阪産業大学校友会の
諸先輩方と一緒に学園全体を盛り上げていく所存でございますの
で、今後とも宜しくお願い致します。

s・s・s　大阪桐蔭高等学校同窓会発足　s・s・s

祝“第 89 回選抜高等学校野球大会 優勝おめでとうございます !! ”

東京都千代田区内神田1丁目17番9号（Tcuビル）
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大
阪
桐
蔭
高
等
学
校

同
窓
会
会
長

三
木 

康
生

３月18日に
産大校友会、桐蔭中高同窓会、
産大附属高同窓会、
三校の合同親睦会が実現する。

協力：吉田写真館様
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1965年
産大自動車工学部

まもなく90周年
懐かしの学舎

1997年
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14
年
Ｍ
科
卒	

吹
田
市

濱
田
　
清
治

人
名
管
理
ご
苦
労
様
。
私
も
外
の
校
友
会
で
組
織

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
大
変
で
し
た
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
全
て
遠
い
旅
に
出
ま
し
た
が
私

は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
で
は
最
古
参
？

15
年
業
務
科
卒	

高
槻
市	

岡
村
　
英
雄

く
ろ
が
ね
巻
頭
で
瀬
島
校
長
先
生
の
写
真
に
接
し
、

在
学
中
直
接
人
文
歴
史
を
学
び
、
日
本
に
つ
い
て

ニ
ッ
ポ
ン
か
ニ
ホ
ン
か
。
ニ
ッ
ポ
ン
はJA

PA
N

の
影
響
か
と
、
ニ
ホ
ン
が
正
し
い
発
音
の
様
だ
と

言
わ
れ
、
穏
か
な
人
な
り
を
懐
し
ん
で
い
ま
す
。

私
も
92
才
に
達
し
、
会
費
納
入
者
名
簿
で
も
先
頭

か
ら
４
番
目
で
そ
の
健
康
に
感
謝
の
日
々
で
す
。

今
後
、
産
大
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
願
い
た
し
ま

す
。

19
年
機
械
科
卒	

大
阪
市	

山
崎
　
道
夫

足
、
腰
が
弱
っ
て
歩
く
の
が
大
変
で
す
。
ま
ず
ま

ず
生
活
し
て
い
ま
す
。

20
年
一
鉄
土
木
科
卒	

大
分
県
大
分
市	

柴
田
昭
三
郎

芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
１
０
０
０
回
達
成
に
大

分
市
長
か
ら
顕
彰
表
彰
を
賜
り
ま
し
た
。
一
鉄
魂

の
88
才
今
も
猶
、
世
の
為
、
人
の
為
、
意
気
軒
昂

で
奮
闘
中
で
す
。

20
年
一
鉄
一
土
科
卒	

滋
賀
県
高
島
市	

冨
士
野
欣
一

肝
臓
施
術
后
、
歩
行
困
難
。

20
年
一
鉄
運
輸
科
卒	

広
島
県
広
島
市	

谷
口
　
哲
雄

毎
年
く
ろ
が
ね
を
頂
い
て
当
時
の
こ
と
を
思
い
浮

か
べ
心
が
若
々
し
く
な
る
こ
と
を
覚
え
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
88
才
、
想
え
ば
昭
16
入

学
昭
20
卒
業
、
瀬
島
校
長
先
生
、
茅
野
、
樋
口
、

三
浦
先
生
の
顔
が
浮
び
ま
す
。
コ
ー
ク
ス
の
上
を

洗
足
で
朝
令
、
規
律
厳
し
く
身
が
引
き
締
る
毎
日

で
も
毎
日
が
楽
し
く
伸
び
や
か
良
い
学
校
生
活
を

さ
せ
て
頂
い
た
。

20
年
電
気
科
卒	

京
都
府
京
都
市	

杉
原
　
　
勇

感
謝
。
礼
拝
。

20
年
運
輸
科
卒	

愛
媛
県
新
居
浜
市	

田
坂
　
健
次

御
盛
会
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

20
年
一
鉄
土
木
科
卒	

福
岡
県
福
岡
市	

橋
本
　
捷
齋

会
費
納
入
者
の
中
で
同
級
生
の
名
前
が
７
人
も
出

て
い
る
の
を
見
て
元
気
で
い
る
な
と
な
つ
か
し
く
、

又
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

21
年
一
鉄
土
木
科
卒	

吹
田
市	

中
　
　
鐡
男

今
ま
で
は
妻
の
同
伴
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

は
一
人
で
の
外
出
は
禁
じ
ら
れ
る
。
弱
い
者
同
志

が
手
を
つ
な
い
で
互
い
を
補
い
合
っ
て
外
出
し
て

い
ま
す
。

21
年
運
輸
科
卒	

大
阪
市	

田
中
　
　
肇

昭
和
20
年
学
徒
動
員
で
南
海
電
鉄
で
働
き
ま
し
た
。

堺
駅
空
襲
で
同
級
生
２
人
？
３
人
？
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。
当
時
の
少
年
も
今
年
米
寿
で
あ
り
ま
す
。

23
年
運
輸
科
卒	
堺
市

畑
　
　
昌
三

山
の
会
で
毎
月
近
畿
の
山
を
歩
い
て
い
ま
す
。
巒

趨
会
（
ら
ん
す
う
か
い
）
で
も
毎
月
１
・
２
回
名

所
旧
跡
巡
り
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
11
月

に
開
催
さ
れ
る
六
甲
全
山
縦
走
大
会
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
六
甲
山
頂
の
一
軒
茶
屋
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
で
、
チ
ェ
ッ
カ
ー
業
務
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
を
楽
し
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

23
年
鉄
中
卒	

兵
庫
県
西
宮
市	

白
石
　
正
昭

寺
前
章
新
会
長
の
下
、
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
発

展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
創
立
90
年
を
期
待
し
ま

す
。

23
年
電
力
科
卒	

高
槻
市	

米
原
　
作
治

現
在
86
才
に
な
り
ま
し
た
が
達
者
に
し
て
い
ま
す
。

健
康
を
神
佛
か
ら
頂
く
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

励
ん
で
い
ま
す
。

24
年
Ｍ
科
卒	

大
阪
市	

隅
野
　
弘
二

同
期
生
の
皆
様
御
元
気
で
す
か
。

25
年
中
学
卒	

大
阪
市	

河
辺
　
栄
一

Ｓ
25
中
学
卒
の
み
な
さ
ん
、
い
か
が
お
す
ご
し
で

す
か
？

25
年
業
務
２
科
卒	

兵
庫
県
尼
崎
市	

大
道
　
　
進

月
に
５
、６
回
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
昨

年
は
エ
イ
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
三
回
達
成
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
後
も
健
康
の
た
め
に
ゴ
ル
フ
は

続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
年
会
費
は

10
年
分
前
払
い
し
て
あ
り
ま
す
、
調
査
し
て
下
さ

い
。

26
年
業
務
科
卒	

三
重
県
南
牟
婁
郡	

田
間
　
貞
雄

当
日
急
に
出
張
で
山
陰
行
き
で
す
。
85
才
で
す
が

ま
だ
神
戸
駅
の
近
く
で
英
才
教
室
を
経
営
し
て
い

ま
す
。
又
海
と
港
と
船
の
好
き
な
会
も
し
て
い
ま

す
。

27
年
普
通
科
卒	

守
口
市	

木
村
　
　
清

く
ろ
が
ね
有
難
度
う
ご
ざ
い
ま
す
。
同
窓
の
皆
様

お
元
気
で
す
か
、
関
目
の
駅
か
ら
長
い
道
を
通
っ

た
日
々
を
昨
日
の
如
く
思
い
浮
び
ま
す
。

29
年
Ｅ
科
卒	

枚
方
市

中
村
　
順
一

住
所
の
判
っ
て
い
る
５
名
に
連
絡
を
取
っ
た
が
結

果
は
？
Ｙ
・
Ｍ
の
二
人
は
な
し
の
…
で
す
。

29
年
機
械
科
卒	

大
阪
市	

上
殿
　
貞
義

現
在
は
元
気
で
同
窓
会
の
お
世
話
で
き
て
い
つ
ま

で
続
く
か
元
気
に
頑
張
て
い
ま
す
。

29
年
業
務
科
卒	

大
阪
市

小
路
　
博
美

81
才
に
な
り
少
々
ひ
ざ
痛
が
あ
り
外
出
が
困
難
に

な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
欠
席
し
ま
す
。

30
年
電
気
科
卒	

川
西
市	

栄
元
　
利
彦

腰
痛
で
歩
行
が
困
難
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
総

会
は
欠
席
し
ま
す
。

30
年
土
木
科
卒	

兵
庫
県
篠
山
市	

原
　
　
保
司

く
ろ
が
ね
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
年
た
の
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

31
年
機
械
科
卒	

枚
方
市	

中
野
　
　
修

昨
年
８
月
「
人
工
膝
関
節
」
手
術
を
し
た
。
現
在

は
元
気
で
日
常
生
活
し
て
い
ま
す
。

31
年
業
務
科
卒	
兵
庫
県
尼
崎
市	

粟
野
　
外
治

今
年
も
「
く
ら
が
ね
」
の
送
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
当
時
を
想
い
出
し
な
が
ら
拝
見
し
て
い

ま
す
。
元
気
に
過
し
て
お
り
ま
す
。

31
年
業
務
科
卒	

兵
庫
県
西
宮
市	

福
岡
　
四
郎

「
く
ろ
が
ね
」
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

32
年
電
気
科
卒	

京
都
府
木
津
川
市	

太
田
　
一
雄

妻
の
介
助
で
８
年
目
、
勝
手
乍
ら
欠
席
し
ま
す
…
。

32
年
業
務
科
卒	

三
重
県
名
張
市	

髙
谷
亜
佐
男

予
定
が
入
っ
て
ま
す
の
で
申
し
分
け
な
い
で
す
。

ご
盛
会
を
お
祈
り
し
ま
す
。

32
年
機
械
科
卒	

京
都
府
八
幡
市	

髙
折
　
秀
夫

お
陰
様
で
毎
日
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

32
年
機
械
科
卒	

堺
市	

吉
原
　
成
起

会
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
体
調
を
崩
し
同

窓
会
総
会
に
出
席
で
き
ず
残
念
で
す
。
柔
道
部
に

所
属
し
高
３
で
３
段
に
合
格
し
当
時
大
阪
で
唯
一

人
で
し
た
。
な
つ
か
し
い
想
い
出
で
す
。
現
在
７

段
で
す
。

32
年
業
務
科
卒	

三
重
県
伊
賀
市	

梶
川
　
　
巌

28
年
度
総
会
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
母
校
の

益
々
の
発
展
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
私
の
方
は

現
在
老
人
会
の
役
を
受
け
て
お
り
当
日
は
欠
席
を
さ

せ
て
戴
き
ま
す
。
今
後
共
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
繁
栄
と
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。

33
年
業
務
科
卒	

兵
庫
県
神
戸
市	

立
田
　
次
郎

只
今
77
才
で
す
。
一
応
元
気
で
す
が
２
年
前
に
初

期
ガ
ン
（
胃
が
ん
）
で
内
視
鏡
に
よ
る
手
術
を
し

て
か
ら
は
か
ら
だ
に
特
に
食
事
に
注
意
し
て
、
節

制
に
努
め
て
い
ま
す
。
走
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
が

歩
く
の
に
は
大
丈
夫
で
す
。
神
戸
鉄
道
少
年
団
長

９
年
し
て
い
ま
す
。

１
回
滞
っ
て
い
ま
す
の
で
２
０
０
０
円
払
込
み
ま

す
。

33
年
機
械
科
卒	

堺
市	

澗
隨
　
貢
世

Ｓ
33
年
機
械
科
３
組
の
ク
ラ
ス
会
「
さ
ん
さ
ん
会
」

毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

連
絡
先
０
７
２
─
２
９
７
─
９
６
３
７
（
カ
ン
ズ

イ
）

33
年
業
務
科
卒	

枚
方
市

南
　
美
知
夫

こ
こ
10
年
来
、
地
域
の
自
治
会
長
を
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
当
日
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
行
な
い
ま

す
の
で
、
出
席
出
来
ま
せ
ん
。
悪
し
か
ら
ず
。

33
年
機
械
科
卒	

奈
良
県
奈
良
市

西
川
　
景
朗

米
を
作
っ
て
い
ま
す
（
１
町
５
反
耕
作
）
畑
、
野

菜
８
畝
。
元
気
で
毎
日
忙
し
く
体
を
動
か
し
て
い

ま
す
。「
く
ろ
が
ね
」
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

総
会
の
ご
成
功
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

33
年
機
械
科
卒	

三
重
県
志
摩
市	

辰
見
　
忠
治

「
く
ろ
が
ね
」
発
行
さ
れ
る
頃
だ
な
ー
と
思
っ
て

い
た
矢
先
に
届
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

33
年
業
務
科
卒	

東
京
都
調
布
市

田
高
田
登
二

元
気
に
毎
日
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
５
㎞
）
し
て
お
り
ま

す
。
く
ろ
が
ね
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

33
年
機
械
科
卒	

大
阪
市	

道
上
　
武
男

来
年
は
友
人
を
誘
っ
て
参
加
し
ま
す
。

34
年
Ｅ
科
卒	

千
葉
県
柏
市	

山
口
　
次
男

卒
業
し
て
58
年
。
早
、
半
世
紀
以
上
の
歳
月
で

す
。
不
思
議
な
こ
と
に
年
令
の
重
な
り
に
比
例
し

て
「
当
時
の
懐
し
い
想
い
出
も
重
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。「
く
ろ
が
ね
」
を
拝
読
す
る
度
に
当
時
に

戻
れ
る
も
の
な
ら

─
と
厚
か
ま
し
い
心
境
で
す
。

「
く
ろ
が
ね
」
に
感
謝
。

34
年
機
械
科
卒	

滋
賀
県
湖
南
市

浮
田
日
出
男

４
月
29
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
京
都
鉄
道
博

物
館
へ
（
５
月
５
日
）
見
学
し
て
来
ま
し
た
。

34
年
電
気
科
卒	

豊
中
市	

佐
々
木
　
守

く
ろ
が
ね
発
行
ご
く
ろ
う
様
で
す
。
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
母
校
の
益
々
の
発
展
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

34
年
業
務
科
卒	

大
阪
市	

大
野
　
泰
宏

早
い
も
の
で
、
四
捨
五
入
す
れ
ば
80
才
い
や
は
や
、

ま
さ
に
“
人
生
特
急
”
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
「
人

生
特
急
」
に
乗
っ
て
自
分
の
意
の
ま
ゝ
に
や
り
た

い
も
の
で
す
。「
人
生
一
回
限
り
」
少
し
で
も
世

の
た
め
人
の
た
め
に
尽
し
た
い
も
の
で
す
。

34
年
業
務
科
卒	

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡	

吉
田
　
繁
夫

母
校
の
益
々
の
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

34
年
Ｅ
─
１
科
卒	

滋
賀
県
大
津
市

川
口
　
八
朗

今
年
こ
そ
、
元
気
に
「
34
会
」
に
参
加
し
て
大
騒

ぎ
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

34
年
電
気
科
２
組
卒	

大
阪
市	

杉
原
　
高
明

く
ろ
が
ね
楽
し
み
に
し
て
居
り
ま
す
。
有
り
難
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
未
だ
現
役
で
頑
張
っ
て
居
り
ま

す
。
増
々
の
御
発
展
お
祈
り
し
て
居
り
ま
す
。

35
年
業
務
科
卒	

奈
良
県
奈
良
市	

水
口
　
洪
二

「
く
ろ
が
ね
」
送
付
有
難
う
御
座
居
ま
す
。
瀬
島

源
三
郎
校
長
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
母

校
の
発
展
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
在
校
生
の
皆
さ

ん
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

35
年
機
械
科
卒	

奈
良
県
生
駒
郡	

福
本
　
　
満

Ｓ
35
卒
の
鉄
研
部
の
皆
々
様
、
お
変
り
ご
ざ
い
ま

せ
ん
か
？
私
、
今
病
後
の
治
療
で
病
院
通
い
に
つ

と
め
て
い
ま
す
!!

35
年
土
木
科
卒	

高
槻
市	

森
本
　
榮
三

日
々
、
お
医
者
さ
ん
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
元
気
に
な
り
た
い
気
持
ち
の
毎
日
で

す
。

35
年
電
気
科
卒	

阪
南
市	

木
下
　
政
博

幹
事
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
す
。

35
年
土
木
科
卒	

大
阪
狭
山
市	

向
井
　
　
章

会
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
幹
事
の
皆
様
さ

ん
に
は
、
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。
今

回
は
や
っ
と
出
席
が
出
来
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す

が
、
35
年
卒
の
方
と
久
振
り
に
懇
親
会
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

35
年
電
気
科
卒	

京
都
府
京
都
市	

辻
川
　
寿
浩

年
を
重
ね
る
毎
に
、
色
々
体
調
に
変
化
が
あ
り
故

障
が
出
て
参
り
ま
す
。
な
ん
と
か
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。
総
会
が
盛
会
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
っ
て
い

ま
す
。

35
年
業
務
科
卒	

滋
賀
県
大
津
市

木
村
　
大
成

く
ろ
が
ね
に
近
況
を
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
伝
言

板
の
様
に
、
活
用
し
て
親
交
を
深
め
ら
れ
る
と
沢

山
の
参
加
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

35
年
業
務
科
卒	

京
都
府
木
津
川
市	

大
谷
　
和
正

お
四
国
お
遍
路
を
続
け
て
い
ま
す
。
中
先
達
に
な

り
ま
し
た
。

中
学
・
高
校
と
6
年
通
っ
た
学
校
に
少
し
で
も
恩

返
し
と
？

同
窓
会
に
入
っ
て
8
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

「
く
ろ
が
ね
」
作
成
、「
定
期
総
会
」
難
し
い
こ
と

ば
か
り
。
卒
業
生
の
多
く
の
皆
さ
ん
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

35
年
業
務
科
卒	

鳥
取
県
米
子
市	

長
田
　
充
晴

山
陰
の
米
子
に
て
老
夫
婦
２
人
の
余
生
を
過
ご
し

て
お
り
ま
す
、「
く
ろ
が
ね
」
を
見
る
の
は
自
分

史
の
頁
を
め
く
る
感
じ
で
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

35
年
業
務
科
卒	

豊
中
市	

鍛
冶
　
保
一

「
く
ろ
が
ね
」
有
難
う
御
座
居
ま
し
た
。
母
校
の

発
展
と
皆
様
方
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

35
年
電
気
科
卒	

大
分
県
竹
田
市	

入
江
　
唯
政

出
席
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
熊
本
地
震
（
熊
本
、

大
分
）
発
生
に
よ
り
、
延
々
と
毎
日
毎
日
の
地
震

に
見
舞
わ
れ
ま
し
て
、
自
宅
の
裏
山
が
地
ク
ズ
レ

発
生
と
な
り
、
不
安
の
毎
日
で
す
が
今
後
も
い
つ

発
生
（
震
度
の
大
き
い
ユ
レ
が
）
す
る
か
が
、
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
待
ち
き
れ
ず
改
修
工
事
を
６
／

23
〜
始
め
ま
し
た
為
欠
席
と
な
り
ま
し
た
。
相
済

み
ま
せ
ん
。

35
年
業
務
科
卒	

京
都
府
京
都
市	

平
城
　
文
夫

（
く
ろ
が
ね
）
何
度
も
読
み
返
し
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
総
会
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

35
年
業
務
科
卒	

大
阪
市	

中
村
　
文
昭

心
身
共
に
健
康
な
老
人
力
の
維
持
。

35
年
業
務
科
卒	

奈
良
県
奈
良
市	

水
口
　
洪
二

「
く
ろ
が
ね
」
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。

35
年
機
械
科
卒	

高
槻
市	

中
川
比
呂
志

Ｓ
35
年
当
時
の
先
生
で
今
も
元
気
な
人
々
は
鉄
研

部
（
林
）（
石
田
先
生
）

35
年
機
械
科
卒	

奈
良
県
生
駒
郡	

福
本
　
　
満

Ｓ
35
卒
の
鉄
研
部
の
皆
々
様
お
変
り
ご
ざ
い
ま
せ

ん
か
？
私
、
今
は
病
後
の
治
療
に
つ
と
め
て
お
り

ま
す
!!

35
年
Ｍ
科
卒	

鳥
取
県
鳥
取
市	

山
本
　
勝
紀

く
ろ
が
ね
で
母
校
の
発
展
と
会
員
皆
様
の
お
元
気

を
喜
ん
で
い
ま
す
。

このコーナーでは、会員のみ
なさんからの「メッセージ」を
できるだけ多くいただけるよ
う願っています。総会に出席
できる方が限られていますの
で、「くろがね」紙面上に、欠
席された方の「メッセージ」を
紹介し、交流を深めましょう。
「こんな話」など、投稿も大
歓迎です。（編集委員会）

北から
　南から
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36
年
業
務
科
卒	

京
都
府
久
世
郡	

黒
田
　
健
一

く
ろ
が
ね
の
絆
に
添
ひ
し
躑
躅
か
な　

い
つ
も

ホ
ッ
と
一
息
、
灯
の
よ
う
に
拝
読
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

36
年
電
気
Ｅ
２
科
卒	

埼
玉
県
所
沢
市	

堀
田
　
末
秋

36
年
電
気
Ｅ
２
科
卒
の
皆
々
様
お
元
気
で
す
か
。
私

は
体
力
の
衰
え
を
感
じ
る
今
日
此
頃
で
す
が
趣
味
の

陶
芸
を
通
し
て
創
作
活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

36
年
電
気
科
卒	
河
内
長
野
市	

谷
　
　
博
文

元
職
場
（
大
阪
市
交
通
局
）
の
退
職
会
の
歩
こ
う

会
、
中
学
校
の
同
級
生
の
歩
こ
う
会
、
交
通
局
の

友
達
と
の
一
パ
イ
飲
み
と
カ
ラ
オ
ケ
会
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

36
年
Ｅ
科
卒	

貝
塚
市	

出
立
　
末
男

「
く
ろ
が
ね
」
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
Ｓ

36
年
電
気
科
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。
私
は
土
曜

日
の
カ
ラ
オ
ケ
会
に
い
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
よ
ろ
し
く
。

36
年
業
務
科
卒	

京
都
府
久
世
郡	

黒
田
　
健
一

く
ろ
が
ね
の　

絆
に
添
ひ
し　

躑
躅
か
な　

い
つ

も
ホ
ッ
と
一
息
灯
の
よ
う
に
拝
読
し
て
い
ま
す
。

36
年
Ｍ
科
卒	

奈
良
県
香
芝
市	

西
尾
　
八
信

39
年
卒
の
梅
原
一
男
さ
ん
の
近
況
を
、
く
ろ
が
ね
、

凡
友
誌
上
で
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
産
大
で
実
験

レ
ポ
ー
ト
の
提
出
で
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
な
つ

か
し
く
思
い
ま
す
。

36
年
電
気
Ｅ
２
科
卒	

埼
玉
県
所
沢
市	

堀
田
　
末
秋

平
成
28
年
同
窓
会
出
欠
は
が
き
に
近
況
を
記
載
し

ま
し
た
。

37
年
機
械
科
卒	

京
都
府
宇
治
市	

前
川
　
勝
行

“
く
ろ
が
ね
”
を
楽
し
く
読
ま
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
母
校
の
益
々
の
発
展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

37
年
土
木
科
卒	

京
都
府
長
岡
京
市	

中
澤
　
　
章

鉄
高
卒
業
（
お
世
話
に
な
り
）
後
、
そ
し
て
社
会

へ
。
幾
多
の
艱
難
辛
苦
に
遭
遇
。
し
か
し
、今
「
終

の
住
処
」
に
お
い
て
顧
り
み
れ
ば
、
と
て
も
懐
か

し
い
想
い
出
に
過
ぎ
な
い
。

37
年
業
務
科
卒	

高
槻
市	

植
田
　
　
博

い
つ
も
ご
連
絡
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
。

先
日
同
級
生
の
葬
式
に
出
席
し
ま
し
た
が
年
を
老

い
る
事
は
自
分
を
含
め
友
人
（
学
友
）
も
失
う
年

代
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
致
し
ま
し
た
。

37
年
業
務
科
卒	

兵
庫
県
三
田
市	

小
林
　
　
茂

「
く
ろ
が
ね
」
送
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

杉
本
先
生
、
Ｂ
─
３
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
す
か
。
毎
年
有
志
だ
け
で
同
窓
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
集
い
た
い
の
で
連
絡
を

取
り
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

37
年
土
木
科
卒	

泉
南
郡	

佐
脇
　
修
學

毎
年
会
報
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
の

発
展
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

38
年
商
業
科
卒	

大
阪
市	

福
本
　
貞
夫

昭
和
38
年
商
業
科
の
担
任
の
先
生
の
住
所
、
学
友

の
住
所
と
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
呉
々
も

お
願
い
し
ま
す
。

38
年
機
械
科
卒	

吹
田
市	

戸
梶
　
純
司

今
年
も
「
く
ろ
が
ね
」
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
報
が
大
変
見
や
す
く
か
つ
、
尽
山
の
記
事
が
満

載
さ
れ
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。
特
に
10
頁
に

掲
載
の
鉄
高
の
校
歌
を
く
ち
ず
さ
み
な
が
ら
学
生

時
代
を
懐
し
く
想
い
出
し
て
い
ま
す
。
又
、
柔
道

部
で
の
稽
古
の
汗
は
今
は
思
い
出
の
一
つ
で
す
。

で
は
、
今
後
共
「
く
ろ
が
ね
」
の
益
々
の
充
実
と

母
校
の
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

38
年
業
務
科
卒	

枚
方
市	

中
村
　
秀
樹

く
ろ
が
ね
便
り
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
校
歌
な
つ

か
し
く
口
ず
さ
み
ま
し
た
。

38
年
業
務
科
卒	

高
槻
市	

芦
田
　
邦
宏

担
任
の
小
田
先
生
に
進
路
相
談
等
で
お
世
話
に
な

り
近
畿
大
学
卒
後
国
鉄
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
進
み
ま

し
た
。
小
田
先
生
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

38
年
業
務
科
卒	
高
槻
市	

福
本
　
　
実

毎
年
く
ろ
が
ね
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
会

長
の
基
増
々
の
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

39
年
電
気
科
卒	

大
阪
市	

宮
本
　
知
良

健
康
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

39
年
電
気
科
卒	

大
阪
市	

吉
谷
　
勝
利

同
窓
生
の
皆
様
へ
順
調
に
年
が
い
っ
て
ま
す
。
体

に
注
意
し
て
健
康
で
。

39
年
機
械
科
卒	

三
重
県
津
市	

梅
原
　
一
男

私
も
70
才
に
な
り
ま
し
た
。「
く
ろ
が
ね
」
を
拝

読
し
て
居
り
ま
す
と
大
先
輩
方
が
元
気
で
活
躍
し

て
い
る
の
で
、
負
け
な
い
様
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

40
年
（
定
）
自
動
車
科
卒	

岡
山
県
玉
野
市	

小
林
　
秀
夫

盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

40
年
業
務
科
卒	

大
阪
市	

白
井
喜
代
和

「
く
ろ
が
ね
」
の
送
付
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
母

校
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

41
年
電
─
18
科
卒	

兵
庫
県
伊
丹
市

南
村
　
吉
秀

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
く
ろ
が
ね
」
楽
し
み
し
て
お
り
ま
す
。

41
年
自
動
車
科
卒	

奈
良
県
北
葛
城
郡	

武
藤
　
一
夫

い
つ
も
、
く
ろ
が
ね
の
送
付
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

42
年
自
動
車
科
卒	

東
大
阪
市	

西
田
　
和
明

毎
日
目
標
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
健
康
に
つ

な
が
る
と
思
い
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。

42
年
自
動
車
科
卒	

寝
屋
川
市	

中
條
　
　
要

現
在
枚
方
市
に
は
居
ら
ず
、
寝
屋
川
堀
溝
２
─
９

─
22
に
居
り
ま
す
。
産
大
職
員
で
あ
っ
た
マ
ヤ
君

と
は
当
時
の
Ⅲ
Ａ
２
の
同
窓
会
で
会
い
ま
す
。
光

本
君
も
一
緒
で
す
。

42
年
機
械
科
卒	

東
大
阪
市	

内
藤
　
　
修

く
ろ
が
ね
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
趣
味
の
水

引
工
芸
品
に
凝
っ
て
い
ま
す
。

43
年
土
木
・
建
築
科
卒	

守
口
市	

河
田
　
喜
一

来
年
度
か
ら
時
間
に
余
裕
が
出
来
そ
う
で
す
。
鈴

木
様
同
窓
会
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
中
込
様
ク
ロ
ガ

ネ
で
確
認
会
い
た
い
で
す
ね
。

43
年
機
械
科
卒	

大
阪
市	

小
松
　
照
久

卒
業
以
来
数
人
の
方
と
今
も
交
流
、
一
年
に
二
、

三
回
集
い
も
あ
り
ま
す
が
、
療
養
さ
れ
て
い
る
方

も
で
て
き
ま
し
た
。

43
年
機
械
科
卒	

兵
庫
県
加
古
川
市	

西
田
　
管
男

青
春
時
代
を
思
い
出
し
ま
す
。
け
ど
、
今
も
青
い

春
で
す
け
ど
…
。
今
は
、
合
気
道
と
美
術
活
動
に

い
そ
し
ん
で
い
ま
す
。

44
年
電
気
科
卒	

兵
庫
県
伊
丹
市	

林
　
　
茂
樹

年
一
回
「
く
ろ
が
ね
」
を
拝
見
し
て
、
思
い
出
し

て
お
り
ま
す
。
同
級
生
の
皆
さ
ん
元
気
に
し
て
ま

す
か
？

44
年
機
械
科
卒	

守
口
市	

久
富
　
明
雄

46
年
ぶ
り
の
プ
チ
・
ク
ラ
ス
会
（
２
０
１
５
・

11
・
21
）
を
開
催
。
森
本
先
生
を
囲
ん
で
、
わ
ず

か
３
人
（
石
田
・
森
下
・
久
富
）
と
非
常
に
淋
し

い
ク
ラ
ス
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
写
真
等

を
見
な
が
ら
思
い
出
話
し
に
花
が
咲
き
、
先
生
も

に
こ
に
こ
で
し
た
。
森
本
先
生
、
い
つ
ま
で
も
お

元
気
で
…
。
ま
た
、
お
逢
い
出
来
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

44
年
（
定
）
自
動
車
科
卒	

豊
中
市	

春
山
　
幸
一

海
外
・
出
張
の
為
、
出
席
出
来
ま
せ
ん
。

44
年
業
務
商
業
科
卒	

奈
良
県
生
駒
市	

林
　
　
好
治

母
校
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

家
内
と
熊
本
震
災
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
来

ま
し
た
。
体
の
動
く
う
ち
は
、
奉
仕
し
よ
う
と
（
私

で
出
来
る
こ
と
を
…
！
）
家
内
と
話
し
て
お
り
ま
す
。

45
年
土
木
科
卒	

茨
木
市

	

市
橋
　
　
守

年
会
費
10
年
分
支
払
い
ま
し
た
。

45
年
Ｄ
科
卒	

神
奈
川
県
横
浜
市	

由
元
　
逸
次

福
島
県
、相
馬
港
で
、防
波
堤
（
被
害
）
復
旧
工
事
、

32
ｔ
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
据
付
工
事
を
、
施
工
し
て
い

ま
す
。「
つ
な
み
」
の
力
は
、「
人
」
は
か
な
わ
な

い
も
の
で
す
。
自
然
は
、
馬
鹿
に
で
き
ま
せ
ん
。

47
年
普
通
科
卒	

兵
庫
県
宝
塚
市	

宮
嶋
　
芳
人

去
年
高
校
同
級
生
と
一
泊
旅
行
に
行
き
ま
し
た

（
大
井
川
鉄
道
）
久
し
ぶ
り
に
Ｓ
Ｌ
に
乗
り
ま
し
た
。

47
年
土
木
建
築
科
卒	

東
大
阪
市	

寺
内
　
正
年

元
気
で
し
て
い
ま
す
。

47
年
電
気
科
卒	

堺
市	

中
山
　
俊
治

同
窓
会
幹
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

47
年
普
通
科
卒	

堺
市	

金
谷
　
友
晴

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

48
年
自
動
車
科
卒	

交
野
市

北
野
　
秀
昌

還
暦
も
過
ぎ
、
髪
毛
も
無
く
な
り
ま
し
た
。
一
度

は
同
窓
会
に
出
席
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

49
年
自
動
車
科
卒	

兵
庫
県
神
戸
市

清
水
　
康
治

故
田
畑
先
生
、
故
園
田
先
生
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
私
も
60
才
、
第
２
の
人
生
で
す
。
Ｊ
Ｒ
・

私
鉄
で
仕
事
が
あ
れ
ば
紹
介
下
さ
い
!!

49
年
普
通
科
卒	

奈
良
県
橿
原
市	

岡
野
　
和
也

同
窓
会
総
会
に
一
度
参
加
し
よ
う
と
思
い
つ
つ
、

今
年
も
叶
わ
ず
、
来
年
こ
そ
は
と
思
い
願
っ
て
い

ま
す
。
役
員
の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

50
年
電
気
科
卒	

大
阪
市	

田
中
　
道
廣

現
在
、
介
護
の
仕
事
し
て
い
ま
す
。
介
護
福
祉
士

と
な
り
エ
バ
ー
ラ
イ
フ
加
島
で
Ｗ
・
Ｃ
（
ワ
ー

カ
ー
）
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

51
年
Ｅ
科
卒	

大
阪
市	

芝
村
　
義
夫

長
男
、
京
大
大
学
院
を
ぶ
じ
卒
業
し
ま
し
た
。
も

う
す
ね
も
細
く
な
り
ま
し
た
が
な
ん
と
か
が
ん

ば
っ
て
ま
す
。

51
年
電
気
科
卒	

大
阪
市	

杉
本
　
正
之

今
年
次
女
も
入
学
し
親
子
三
代
お
世
話
に
な
り
ま

す
。

51
年
普
通
科
卒	

兵
庫
県
西
宮
市	

玉
置
　
正
雄

母
校
の
益
々
の
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

52
年
普
通
科
卒	

大
阪
市	

西
川
　
和
人

今
年
の
目
標
は
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
資
格

を
取
得
し
美
し
い
海
に
潜
り
海
中
散
歩
を
す
る
こ

と
と
も
う
一
つ
は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
も
挑
戦
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

52
年
普
通
科
卒	

大
阪
市	

木
村
　
庄
一

西
成
区
の
ス
ポ
ー
ツ
す
い
し
ん
員
に
な
っ
て
ま
す
。

た
だ
の
一
員
で
す
。
青
少
年
福
祉
員
は
も
う
四
期

役
し
て
お
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
と
し
て
二
期
目
に
入
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
。

57
年
普
通
科
卒	

池
田
市	

峰
本
　
耕
治

笠
井
先
生
、
と
り
あ
え
ず
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

ひ
き
続
き
、
ご
活
躍
、
応
援
し
て
い
ま
す
。「
一

期
一
会
余
情
残
心
」

58
年
商
業
科
卒	

兵
庫
県
伊
丹
市	

大
城
　
成
憲

同
窓
会
の
益
々
の
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

60
年
Ｅ
科
卒	

大
阪
市	

西
田
　
文
彦

産
大
高
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

63
年
普
通
科
卒	

東
大
阪
市	

岡
村
　
和
彦

「
く
ろ
が
ね
」
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓

会
の
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

Ｈ
９
年
普
通
科
卒	

守
口
市	

阪
本
　
長
三

昨
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
守
口
市
議
会
議
員

に
初
当
選
致
し
ま
し
た
。
母
校
で
学
ん
だ
「
偉
大

な
る
平
凡
人
た
れ
」
こ
の
言
葉
を
忘
れ
ず
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

Ｈ
20
年
国
際
特
進
科
卒	

京
都
府
京
都
市	

奥
田
　
喜
昭
・
充

２
人
分
一
緒
に
送
り
ま
す
。

Ｈ
21
年
国
際
進
学
科
卒	

堺
市

櫻
井
　
継
典

防
衛
省
で
や
っ
と
慣
れ
ま
し
た
が
国
際
状
況
の
ゆ

え
、
気
持
ち
穏
や
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
偉
大
な

る
凡
人
た
れ
の
も
と
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
25
年
普
通
進
学
科
卒	

大
阪
市	

石
島
　
大
弐

高
校
を
卒
業
し
て
、
早
や
４
年
目
、
来
年
の
３
月

は
卒
業
で
す
。
夢
に
向
か
っ
て
、
前
進
あ
る
の
み

で
す
！

Ｈ
26
年
普
通
特
進
Ａ
科
卒	

大
阪
市	

西
川
　
　
海

佛
教
大
に
通
い
始
め
て
早
３
度
目
の
春
が
過
ぎ
ま

し
た
。
３
年
生
に
な
り
人
生
の
大
き
な
節
目
で
あ

る
就
職
に
も
ぼ
ち
ぼ
ち
気
持
ち
を
向
け
て
人
生
設

計
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｈ
28
年
普
通
科
卒	

大
阪
市	

後
藤
　
甚
哉

大
阪
産
業
大
学
に
て
ラ
ク
ロ
ス
部
に
入
部
。

		

高
槻
市	

桑
田
　
広
子
（
ご
家
族
）

年
は
昭
和
の
早
い
方
で
す
が
元
気
に
日
々
過
し
て

い
ま
す
。
昭
和
２
年
で
す
。
今
は
お
か
げ
様
で
元

気
で
す
。
お
世
話
様
に
成
っ
て
ま
す
が
よ
ろ
し
く

ね
。

#
 #

 #
 #

 #
 #

 #
 #

 #
 #

Ｓ
９
卒	

染
谷　

数
雄

Ｓ
11
卒	

福
永　

鎰
郎

Ｓ
12
卒	

南
部　

七
郎

Ｓ
14
卒	

入
場　
　

進

Ｓ
15
卒	

郷
田　
　

明

Ｓ
17
卒	

濱
田　

忠
秀

Ｓ
18
卒	

村
上　

末
治

Ｓ
18
卒	

押
越　

繁
治

Ｓ
18
卒	

西
澤　

憲
三

Ｓ
18
卒	

伊
東
昭
二
郎

Ｓ
19
卒	

佐
々
木
文
治

Ｓ
19
卒	

沢
田　

皓
一

Ｓ
19
卒	

山
下　

一
美

Ｓ
20
卒	

平
野　

重
雄

Ｓ
20
卒	

西
口　

博
千

Ｓ
20
卒	

胡
内　
　

晟

Ｓ
20
卒	

大
畑　

司
郎

Ｓ
20
卒	

鴨
井　

義
弘

Ｓ
20
卒	

池
本　

辰
夫

Ｓ
20
卒	

武
村　

義
一

Ｓ
20
卒	

渡
部　
　

肇

Ｓ
20
卒	

平
野　

重
雄

Ｓ
20
卒	

堀
江　

克
己

Ｓ
21
卒	

棚
原　

憲
明

Ｓ
22
卒	

小
林　

藤
男

Ｓ
23
卒	

田
中　

正
男

Ｓ
26
卒	

山
下　

幸
一

Ｓ
26
卒	

林　
　

富
三

Ｓ
27
卒	

寺
井　

秀
雄

Ｓ
29
卒	

三
浦　

竹
男

Ｓ
30
卒	

太
田　

善
三

Ｓ
30
卒	

前
田　

茂
一

Ｓ
31
卒	

溝
端　

優
一

Ｓ
32
卒	

上
田　

好
弘

Ｓ
33
卒	

松
浦　

俊
郎

Ｓ
33
卒	

吉
川　
　

昭

Ｓ
33
卒	

中
尾　

匡
伸

Ｓ
33
卒	

寒
川　
　

優

Ｓ
34
卒	

田
中　

聖
男

Ｓ
35
卒	

深
萱　

嘉
也

Ｓ
37
卒	

西
仲　
　

武

Ｓ
37
卒	

尾
崎　

吾
郎

Ｓ
37
卒	

服
部　

忠
篤

Ｓ
40
卒	

渡
士　

信
義

Ｓ
40
卒	

加
島　

喜
一

Ｓ
41
卒	

山
本　

貢

Ｓ
41
卒	

中
村　

宗
幸

Ｓ
42
卒	

福
田　

修

Ｓ
42
卒	

都
倉　

繁
男

Ｓ
43
卒	

豊
嶋　

隆
夫

Ｓ
43
卒	

西
村　

一
夫

Ｓ
47
卒	

上
田
富
士
夫

Ｓ
48
卒	

関
本　

俊
広

Ｓ
51
卒	

道
上　

元
晴

Ｓ
51
卒	

楠
木　

義
晴

Ｓ
53
卒	

高
山　

秀
夫

Ｓ
60
卒	

金
田　

茂
典

Ｓ
61
卒	

仁
木　

保
誠

Ｓ
62
卒	

西
岡　

慈
生

Ｈ
２
卒	

野
村　

賢
治

Ｈ
２
卒	

坂
本
圭
志
郎

Ｈ
３
卒	

西
村　

和
弘

Ｈ
４
卒	

田
口　

正
則

訃 報
（敬称略）

心
か
ら

お
悔
や
み
申
し
上
げ
、

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

20
余
年
に
わ
た
り
同
窓
会

会
長
を
勤
め
ら
れ
当
同
窓
会

に
多
大
な
御
尽
力
を
な
さ
れ

ま
し
た
前
会
長
の
村
上
末
治
様
が
平
成
28
年
４

月
に
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
の
労
に
感
謝
す
る
と
共
に
御
逝
去
を
悼

み
御
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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35
Ｂ
２
食
事
会

　

平
成
28
年
最
後
の
食
事
会
を 

12
月
18

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
に
京
阪
線｢

伏
見
桃
山
」
駅

と
近
鉄
線
「
桃
山
御
陵
前
」
駅
に
到
着
集

合
し
て
徒
歩
で
目
的
地
「
黄
桜
」
迄
は
僅

か
な
距
離
で
す
が
、
京
都
伏
見
と
言
え
ば

「
坂
本
龍
馬
」「
寺
田
屋
」
の
史
跡
を
歩
こ

う
と
伏
見
界
隈
を
散
策
。
寺
田
屋
は
伏
見

旅
館
の
前
身
で
今
は
博
物
館
に
な
っ
て
居

ま
す
。

　

 

１
８
６
２
（
文
久
2
）
年
、
島
津
久
光

の
命
に
よ
り
薩
摩
藩
の
尊
王
攘
夷
派
が
関

白
九
条
尚
忠
と
京
都
所
司
代
酒
井
忠
義
の

殺
害
を
企
て
結
集
し
た
が
９
名
が
殺
害
さ

れ
た
。
坂
本
龍
馬
が
伏
見
奉
行
所
の
捕
り

方
に
取
り
囲
ま
れ
、の
ち
に
妻
と
な
る
「
お

り
ょ
う
」
が
風
呂
か
ら
飛
び
出
し
、
裸
で

報
せ
た
お
陰
で
窮
地
を
脱
し
た
。（
坂
本
龍

馬
襲
撃
事
件
）
こ
の
2
件
の
事
件
が
寺
田

屋
事
件
で
史
跡
の
庭
園
が
所
在
し
て
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
道
中
観
光
と
「
黄
桜
」

の
工
場
内
に
入
っ
て
酒
蔵
内
で
お
酒
の

古
今
酒
造
の
製
造
工
程
を
見
学
し
て
来

ま
し
た
。

　

今
年
も
後
わ

ず
か
と
な
り
、

申
年
の
選
ば
れ

た
漢
字
は
「
金
」

で
し
た
、
リ
オ

「
金
」
メ
ダ
ル
・

東
京
都
都
知
事

選
で
女
性
知
事

誕
生
・
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
当
選
・

こ
の
よ
う
な
世

相
で
し
た
が
、

来
る
年
は
酉
年
・

健
康
で
大
い
に

羽
ば
た
こ
う
。

　
「
35
年
Ｂ
２
」

の
仲
間
は
今
年

も
12
回
い
ろ

い
ろ
な
場
所

で
の
昼
食
会
、

１
７
０
回
目
で

の
開
催
も
毎
月

続
き
、
同
級
生

が
元
気
で
過
ご

し
て
い
る
事
に

安
堵
し
て
い
る
昨
今
。
時
に
は
先
輩
の
寺

前
会
長
や
小
池
会
計
監
査
の
参
加
も
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

大
阪
産
大
附
属
高
校
同
窓
会
の
皆
さ
ん

一
度
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
。

　

尚
、
写
真
は
小
池
会
計
監
査
か
ら
拝
借

致
し
ま
し
た
。

昭
和
40
年
卒
同
期
会

同
期
生
と
一
緒
に

総
会
・
懇
親
会
に
参
加
し
ま
し
た

　

私
た
ち
は
昭
和

40
年
電
気
科
を
卒

業
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
同
期
で
す
。

 

す
で
に
満
70
才
を

超
え
た
仲
間
で
す
。

元
気
に
や
っ
て
い

ま
す
！

 

２
年
に
一
度
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
集
ま
り

同
窓
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
私

が
同
窓
会
懇
親
会
・
総
会
の
役
員
メ
ン
バ
ー

で
あ
り
、
実
の
と
こ
ろ
無
理
言
っ
て
同
期

に
頼
ん
で
出
席
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

同
期
会
に
は
い
つ
も
10
名
以
上
集
ま
り

ま
す
が
、
今
回
は
所
用
が
か
さ
な
り
５
名

に
な
り
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
は
各
約
10
名

程
度
で
す
か
ら
同
期
会
を
兼
ね
て
出
席
は

可
能
で
す
。

　

こ
の
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
母
校
が
今

ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
る
の
か
そ
の
状

況
を
校
長
先
生
か
ら
直
に
聞
け
る
こ
と
で

す
。
現
役
の
ク
ラ
ス
担
任
が
出
席
さ
れ
る

同
窓
会
で
あ
れ
ば
あ
る
程
度
担
任
の
先
生

か
ら
学
校
の
状
況
が
聞
け
ま
す
が
、
で
な

け
れ
ば
学
校
の
内
容
は
な
か
な
か
知
る
こ

と
は
出
来
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
定
期

的
に
同
窓
会
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
卒
業
生

は
２
～
３
年
の
間
隔
で
総
会
・
懇
親
会
に

も
ぜ
ひ
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
い
．
今
年
の

総
会
（
平
成
29
年
６
月
11
日 

シ
ェ
ラ
ト

ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催
）
は
来
年
の
創

立
90
周
年
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
参
加

し
て
情
報
を
じ
か
に
集
め
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

文
責
：
田
中
　
一
夫

３
Ｃ
ク
ラ
ス
会

　

平
成
28
年
７

月
11
日
～
12
日

は
１
泊
２
日
で

石
川
県
加
賀
市

の
山
中
温
泉
よ

し
の
や
依
緑
園

で
開
催
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
前

回
と
同
じ
６
名
で
す
が
宴
会
と
カ
ラ
オ
ケ

で
大
盛
況
で
し
た
。

　

翌
日
は
鶴
仙
渓
遊
歩
道
の
こ
お
ろ
ぎ

橋
・
不
動
滝
・
芭
蕉
堂
…
…
を
一
時
間
あ

ま
り
散
策
し
旅
館
を
11
時
す
ぎ
出
発
し
特

急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
の
車
内
で
昼
食
し
帰

路
に
着
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
平
成
30
年
度
（
喜
寿
に
な
り
ま

す
の
で
）
記
念
の
開
催
を
四
国
方
面
で
行

う
予
定
で
す
。

　

Ｓ
35
年
３
Ｃ
卒
業　

山
本
　
昌
弘

Ｓ
47
年
Ｅ
２
ク
ラ
ス
会

　

高
校
卒
業
後
、
中
山
が

ク
ラ
ス
の
仲
間
に
呼
び

か
け
を
行
い
ク
ラ
ス
会

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
60
才
の
節
目
に
集
ま
る
予
定

が
少
し
遅
れ
て
開
催
を
し
ま
し
た
。
年
末

な
の
で
参
加
人
員
が
少
な
く
寂
し
か
っ
た

で
す
が
楽
し
く
時
を
過
ご
せ
た
こ
と
が
良

か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
60
才
を
お
互
い
が
元
気
で
迎
え

る
こ
と
が
出
来
、
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
１
泊
２

日
の
温
泉
旅
行
を

企
画
す
る
予
定
で

す
。

　

く
ろ
が
ね
を
見
て

参
加
し
た
い
方
は
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

代
表
幹
事　

中
山
　
俊
治

三　

四　

会

　

今
年
も
鉄
高
昭
和
34
年
Ｅ
科
卒
（
34
会
）

の
老
人
11
名
が
元
気
？
に
、
リ
バ
ー
ヒ
ル

大
石
（
大
津
市
）
に
参
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

従
来
な
ら

ば
定
刻
に
な

り
次
第
乾
杯

の
一
声
が
か

か
る
の
で
す

が
、
乾
杯
の

前
に
残
念
な

が
ら
悲
し
い

報
告
を
す
る

こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
級

友
の
一
人
が
身
体
の
調
子
が
良
く
な
い

と
は
聞
き
及
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の

８
月
に
逝
去
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷
捧
げ
乾
杯
に
移
り

ま
し
た
。

　

こ
の
34
会
（
同
窓
会
）
に
も
再
々
出
席

さ
れ
て
飲
み
明
か
し
・
語
り
明
か
し
た
こ

と
や
、
ゴ
ル
フ
で
一
緒
に
ラ
ウ
ン
ド
し
た

事
が
昨
日
、
今
日
の
様
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

在
り
し
級
友
と
の
昔
話
等
、
お
互
い
の

近
況
話
に
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
、
飲
み
・

語
り
合
い
ま
し
た
。
翌
日
は
石
山
寺
へ
参

拝
し
来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

来
年
我
々
は
喜
寿
を
迎
え
ま
す
が
、
健

康
で
元
気
に
過
ご
し
て
幽
か
に
見
え
る
傘

寿
目
指
し
て
頑
張
り
ま
せ
ん
か
!?

　
　

Ｓ
34
年
電
気
科
１
組
卒
業

（
三
四
会
幹
事
）
松
浦
　
安
夫

電
気
科
３
組
の
同
窓
会

　

昭
和
40
年
電
気

科
３
組
の
同
窓
会

を
11
月
６
日
（
日
）

パ
ノ
ラ
マ
ス
カ
イ

レ
ス
ト
ラ
ン
Ｉ
Ｍ

Ｐ
26
階
（
京
橋
）

で
開
催
し
ま
し

た
。

　

案
内
状
は
菅
沼

先
生
以
下
32
名
に

出
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
12
名
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

菅
沼
先
生
は
、
急
遽
、
検
査
入
院
と
な

り
、
欠
席
し
ま
す
と
。
残
念
な
連
絡
で
し

た
。
今
回
は
、
私
た
ち
も
古
希
を
迎
え
る

年
と
な
り
、
記
念
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

午
後
１
時
か
ら
開
始
、
代
表
幹
事
平
井
君

の
挨
拶
、
栃
崎
君
（
同
窓
会
会
長
、
元
生

徒
会
長
）
の
進
行
で
始
ま
り
、
西
尾
君
の

乾
杯
の
発
声
で
宴
会
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

宴
も
進
み
少
し
酔
い
が
回
っ
た
頃
に
各

人
の
近
況
報
告
を
行
う
よ
う
栃
崎
君
の
進

行
で
始
ま
り
、
各
人
の
最
近
の
出
来
事
、

家
族
の
話
（
孫
の
世
話
な
ど
）、
ま
だ
仕

事
は
現
役
と
話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
年
齢
か
ら
病
歴
、
体
調
の
話
が
一
番
盛

り
上
が
り
ま
し
た
）。

　

３
時
間
の
時
間
も
短
く
感
じ
ら
れ
る
ほ

ど
盛
り
上
が
り
ま
し
た
が
時
間
と
な
り
、

代
表
幹
事
平
井
君
よ
り
前
回
ま
で
の
会
計

報
告
の
発
表
。
２
年
後
の
同
窓
会
開
催
を

目
指
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
又
、
菅

沼
先
生
の
ご
健
康
を
参
加
者
全
員
で
祈
念

し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

Ｓ
40
年
卒
業　

電
気
科
３
組

世
話
人　

寅
丸
　
登
資

小
田
先
生
を
囲
む
会

　

本
年
、
11
月
20
日
（
日
）
12
時
か
ら
、

日
本
料
理
「
楽
待
庵
」
に
お
い
て
小
田
先

生
を
囲
む
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
が
、

恩
師
が
風
邪
の
た
め
体
調
不
良
と
言
う
こ

と
で
欠
席
さ
れ
ま
し
た
が
、
十
五
名
の
参

加
者
に
よ
っ
て
会
を

始
め
ま
し
た
。
幹
事

の
小
西
氏
の
開
会
の

あ
い
さ
つ
に
続
い
て

近
藤
氏
の
乾
杯
で
宴

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

恩
師
が
不
在
で
は

あ
り
ま
し
た
が
参
加

者
が
各
々
近
況
状
況

の
話
題
や
国
際
情

勢
、
体
調
管
理
方
策

の
話
で
場
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。
季
節
の

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
の
最
後
に
次
回
の
幹
事
役
を
指
名

し
、
年
明
け
に
小
田
先
生
を
囲
ん
で
新
年

会
（
１
月
21
日
（
土
）
に
開
催
予
定
）
を

開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
解
散
と
な
り
ま

し
た
。

「
小
田
先
生
を
囲
む
会
」
新
年
会
の
報
告

　

１
月
の
暦
で
、
大
寒
の
20
日
は
全
国
的

に
寒
波
が
襲
い
雪
害
が
発
生
し
た
。
そ
の

翌
日
の
21
日
は
大
阪
で
は
、
穏
や
か
な
気

候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
旭
区
清
水
の
「
ス

ナ
ッ
ク
三
起
」
に
お
い
て
、
正
午
か
ら
14

時
迄
貸
切
り
状
態
に
し
て
い
た
だ
い
て
小

田
先
生
を
囲
む
会
の
初
め
て
の
新
年
会
を

14
名
の
会
員
が
集
ま
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

世
話
役
を
引
受
け
て
く
れ
た
、
梶
原
氏

が
進
行
役
を
担
当
し
、
学
校
入
学
以
来
60

年
間
、
我
々
と
関
係
を
結
ん
で
い
た
だ
い

た
恩
師
へ
の
感
謝
の
言
葉
で
開
会
を
告
げ

た
。
そ
の
後
小
西
氏
が
花
束
の
贈
呈
を
、

行
っ
た
。
小
林
氏
の
乾
杯
の
発
声
で
新
し

い
年
の
会
合
を
宣
じ
た
。
小
田
先
生
か
ら

は
、
十
一
月
の
会
合
は
体
調
を
悪
く
し
て

不
参
加
と
な
っ
た
宴
へ
の
謝
辞
が
あ
り

「
庭
に
咲
く
、南
天
万
両
、今
日
も
迎
春
（
は

る
）」
の
色
紙
の
配
布
が
あ
り
ま
し
た
。

　

梶
原
氏
の
美
声
「
黒
田
節
」
に
会
わ
せ

て
、
小
田
先
生
が
舞
を
披
露
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
参
加
者
が
各
々
美
声
を
披

露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
、
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

眞
田
　
康
弘

ク
ラ
ス
会

同

期

会

参加メンバー

坂本龍馬史跡寺田屋史跡
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『
く
ろ
が
ね
』
45
号
を
お
届
け
し
ま
す

　

同
窓
会
の
役
員
に
な
っ
た
い
き
さ
つ

は
、
同
窓
会
の
世
話
役
を
さ
れ
て
い
た
恩

師
、
井
元
先
生
の
要
請
か
ら
で
す
。
い
つ

の
頃
だ
っ
た
か
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
会
報
」
は
し
ば
ら
く
発
行
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。『
く
ろ
が
ね
』
が

再
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
で
45
号
ま
で
き
ま
し
た
…
。

　

わ
た
し
が
「
く
ろ
が
ね
」
編
集
に
責
任

者
と
し
て
参
加
し
た
の
は
前
会
長
の
村
上

さ
ん
が
会
長
に
就
任
さ
れ
た
と
き
か
ら
で

す
。
い
ま
は
、
副
会
長
の
田
中
さ
ん
が
編

集
責
任
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
紙
面
が
一

層
素
晴
ら
し
く
な
り
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

寺
前
さ
ん
が
新
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
が
、
同
窓
会
の
活
動
は
「
く
ろ
が
ね
」

の
発
行
、
多
く
の
出
席
者
の
も
と
で
の
総

会
開
催
の
た
め
の
作
業
が
柱
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
ス
タ
イ
ル
で
発
行
す
る
こ
と
に

な
っ
た
当
時
は
、『
く
ろ
が
ね
』
発
行
準

備
の
た
め
の
「
合
宿
会
議
」
を
開
催
し
た

り
、
寄
せ
ら
れ
た
原
稿
を
「
原
稿
用
紙
に

書
き
直
し
て
見
出
し
を
つ
け
る
」「
紙
面

用
紙
に
原
稿
の
貼
り
つ
け
る
」
ま
で
大
変

な
作
業
を
手
分
け
し
て
す
す
め
、
印
刷
所

に
渡
し
て
い
ま
し
た
。
い
ま
で
は
と
て
も

で
き
な
い
作
業
量
で
す
。「
よ
う
や
っ
た

な
ぁ
」
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
印
刷
会
社
に
編
集
作
業
を
お

願
い
す
る
よ
う
に
な
り
作
業
量
は
か
な
り

減
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
か
な
り
の
作

業
量
で
す
。
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た

「
く
ろ
が
ね
」
を
見
た
と
き
の
喜
び
は
、

昔
も
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
満
足
感

は
編
集
員
の
醍
醐
味
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

鉄
道
マ
ン
の
夢
が 

放
送
マ
ン
に
な
り
ま
し
た

　

わ
た
し
は
新
制
中
学
校
一
期
生
で
す
。

入
学
当
時
の
校
名
は
「
大
阪
第
一
中
学
校
」

で
し
た
。
鉄
道
マ
ン
に
な
る
こ
と
が
夢
で

し
た
。
実
習
や
製
図
と
い
う
専
門
学
習
が

あ
り
ま
し
た
。

　

戦
後
の
混
乱
期
で
教
科
書
は
先
輩
が
使

っ
た
も
の
を
頂
い
て
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

　

鉄
道
マ
ン
に
な
る
夢
は
、
機
関
車
の
電

化
が
進
み
消
え
ま
し
た
。
こ
ん
ど
は
船
乗

り
に
な
っ
て
世
界
へ
行
こ
う
と
夢
が
か
わ

り
ま
し
た
。
通
信
士
に
な
る
た
め
東
亜
電

気
通
信
高
校
（
現
在
の
電
気
通
信
大
学
付

属
高
校
）
に
進
学
し
ま
し
た
。
通
信
士
は

国
家
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
国
家
試
験
受
験
に
失
敗
し
て
船
乗
り

に
な
る
夢
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
時
は
戦
後
の
復
興
期
と
重
な

り
、
３
年
生
の
三
学
期
初
め
に
は
就
職
先

が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
学
校
で
の
勉
強

で
は
な
く
就
職
先
で
の
仕
事
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
の
試
験
放
送
が
始
ま
っ
た
こ
ろ

で
、
就
職
先
は
国
産
の
テ
レ
ビ
受
信
機
を

つ
く
る
「
研
究
所
」
で
し
た
。
こ
こ
で
の

仕
事
で
、
中
学
生
の
と
き
に
学
ん
だ
製
図

の
勉
強
が
生
か
さ
れ
た
の
で
す
。

　

当
時
テ
レ
ビ
技
術
は
最
先
端
技
術
で
し

た
。
テ
レ
ビ
が
一
般
家
庭
に
普
及
さ
れ
る

ま
で
、
こ
の
技
術
力
の
お
か
げ
で
職
場
で

は
大
い
に
優
遇
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
の
普
及
が
す
す
み
製
造
技
術
か

ら
修
理
技
術
へ
と
仕
事
の
内
容
が
か
わ
り

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
製
作
と
保
守
サ
ー
ビ
ス

の
仕
事
は
３
年
間
ぐ
ら
い
や
り
ま
し
た
。

　

民
間
放
送
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
局
が
全
国

に
誕
生
し
た
と
き
、
研
究
所
時
代
の
友
人

か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
放
送
局
開
局
準
備

の
仕
事
に
転
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ラ
ジ
オ
大
阪
」
で
働
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
は
じ
め
音
響
技
術
と
い
う
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
病
気
な
っ
て
職
種

を
変
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
が
多
く
な
り
、
２
週
間
に
一
回
、

国
会
中
継
の
仕
事
も
や
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も

国
会
の
模
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
当
時
は
終
日
審
議
の
や
り
取
り
を
全

国
の
放
送
局
へ
中
継
し
て
い
ま
し
た
。
国

会
議
事
堂
内
の
映
像
が
テ
レ
ビ
で
な
が
れ

る
と
、
い
ま
も
懐
か
し
く
現
役
時
代
を
思

い
出
し
て
い
ま
す
。

　

60
歳
で
年
金
生
活
者
に
な
り
、
以
後
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
に
現
役
時
代
の
技
術

が
さ
ま
ざ
ま
生
か
さ
れ
て
、
頼
ま
れ
仕
事

を
楽
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
82
歳
に
な
り
ま
し
た
。
が
く
ん
と

体
力
が
落
ち
ま
し
た
。
で
も
、
い
ま
も
と

き
ど
き
役
員
会
に
出
席
し
「
小
言
」
を
言

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
…
。�

（
２
０
１
６
年
12
月
）

高
校
時
代
の
ク
ラ
ブ
の

思
い
出

�

Ｓ
50
年
機
械
科
卒　

土
岐　

恭
生

　

大
阪
鉄
道
高
等
学
校
で

は
、
２
つ
の
文
化
ク
ラ
ブ

に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。

機
械
科
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
１
つ
は
、「
計
算
尺
ク
ラ
ブ
」
で
す
。

今
で
は
、
計
算
尺
と
言
っ
て
も
わ
か
ら
な

い
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
当
時
は
、
競
技
大
会
も
あ
り
、
部
員

も
そ
こ
そ
こ
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
お
り

ま
す
。
字
の
と
お
り
計
算
す
る
尺
で
す

が
、
30
セ
ン
チ
位
の
物
差
し
に
カ
ー
ソ
ル

と
い
う
も
の
が
付
い
て
お
り
、
そ
れ
を
ス

ラ
イ
ド
さ
せ
て
掛
け
算
や
割
り
算
を
行

い
、
大
雑
把
に
計
算
し
て
有
効
数
字
を
求

め
る
と
い
う
も
の
で
、
関
数
や
指
数
、
対

数
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
競
技
大

会
で
は
、
３
分
間
で
有
効
数
字
を
い
く
ら

回
答
で
き
る
か
を
競
い
あ
っ
た
り
し
て
い

た
こ
と
も
懐
か
し
い
思
い
出
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
、「
Ｅ
Ｓ
Ｓ
ク
ラ
ブ
」
で

す
。
英
会
話
が
好
き
で
入
部
し
た
と
言
う

よ
り
も
、
た
し
か
入
部
案
内
に
「
他
校
の

Ｅ
Ｓ
Ｓ
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
も
あ
る
」
と
の

文
字
に
目
が
と
ま
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は
女
子
生

徒
が
多
い
の
で
そ
れ
で
入
部
し
た
よ
う
な

も
の
で
す
か
ら
、
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
英
会
話
が
上
達
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
文
化
祭
と
も

な
る
と
、
体
育
館
で
英
語
の
演
劇
を
披
露

し
ま
す
の
で
大
変
な
練
習
で
あ
り
ま
し

た
。
長
い
セ
リ
フ
を
覚
え
る
の
が
大
変

で
、
忘
れ
た
部
分
は
適
当
に
し
ゃ
べ
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
記
憶
も
あ
り
ま

す
。
２
つ
の
ク
ラ
ブ
を
掛
け
持
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
良
き
先
輩
方
に
育
ま
れ
、

様
々
な
こ
と
を
学
び
、
訓
練
を
受
け
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
自
身

の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の

だ
と
今
で
は
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

大
阪
市
議
会
議
員
と
し
て

　

日
本
の
経
済
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
に
よ
る
経
済
政
策
の
断
行
を
受

け
、
景
気
に
つ
い
て
は
緩
や
か
な
回
復
基

調
が
続
き
、
個
人
消
費
も
総
じ
て
底
堅
い

動
き
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
雇
用

情
勢
も
改
善
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
大
阪
に

お
い
て
は
、
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
訪

れ
、
そ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
も
出
て
き

て
お
り
、
一
部
に
お
い
て
は
活
気
が
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
般
生
活
の
中
で
は
景
気
回

復
を
実
感
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
中
小
企
業
の
皆
様
も
依
然
と

し
て
厳
し
い
経
営
状
況
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

な
す
べ
き
こ
と
は
、
市
民
の
皆
様
が
景

気
回
復
の
恩
恵
を
実
感
し
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
大
阪
を
さ
ら
に
魅
力
あ
る

ま
ち
へ
と
発
展
さ
せ
る
施
策
を
充
実
さ
せ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
大
阪
経
済
の
発
展
に
向

け
、
観
光
施
策
や
国
際
競
争
力
の
強
化
に

対
応
し
た
な
に
わ
筋
線
等
の
広
域
鉄
道
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ

ス
客
の
利
便
性
を
図
る
た
め
の
宿
泊
施
設

の
増
床
、
公
共
施
設
へ
の
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
エ

リ
ア
の
拡
充
、
中
小
企
業
支
援
策
の
推
進

等
へ
の
戦
略
に
投
資
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
防
災
・
減
災
対
策
を
は
じ
め
と

す
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
を
強
く
推
し
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相　談　役

『
く
ろ
が
ね
』
と
私

�
参
与　

Ｓ
25
年
中
卒　

河
邉　

榮
一スタジオ　中継盤操作中

現	同窓会総会の司会役

大阪駅前
サテライトスタジオ

録音スタジオにて
操作中

旧　

大
阪
鉄
道
高
等
学
校　

校
歌

（
昭
和
24
年
４
月
１
日
）

一
、
見
よ
浪な
み
は
や速

の
城
北
に

　
　

意
気
と
希
望
に
そ
び
え
た
つ

　
　

我
等
が
清
き
学ま
な
び
や園

は

　
　

交
通
文
化
の
育
成
に

　
　

誇
り
輝
く
鉄
道
校

旧　

大
阪
産
業
大
学
高
等
学
校　

校
歌

（
昭
和
50
年
４
月
１
日
制
定
、　　
　
　

曲
は
大
阪
鉄
道
高
等
学
校
と
同
）

一
、
仰
げ
ば
生
駒
の　

峰
高
く

　
　

久く

遠お
ん

の
流
れ　

淀
川
は

　
　

浪
速
の
歴
史　

刻
み
き
て

　
　

天
守
の
東　

学
び
舎
に

　
　

つ
ど
う
吾
ら
が　

産
大
校
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不ふ

易え
き

流り
ゅ
う
こ
う行

大
阪
産
業
大
学 

元
学
長
　
　

瀬
島  

順
一
郎

　

定
年
退
職
を
し

て
ほ
ぼ
1
年
に
な

り
ま
す
。
大
学
で

授
業
を
し
な
く

な
っ
て
1
年
が
経

過
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
寂
し
い
気
持

ち
は
あ
り
ま
す
が
、
ホ
ッ
と
し
た
思
い
と

半
々
で
す
。

　

現
役
と
い
う
の
は
映
画
の
フ
ィ
ル
ム
で

い
え
ば
今
上
映
さ
れ
て
い
る
1
コ
マ
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
つ
ま
り
い
ま
光
が
当
っ

て
い
る
場
面
の
こ
と
で
す
。
時
間
は
過
ぎ

去
っ
て
い
き
ま
す
が
映
像
を
記
録
し
た

フ
ィ
ル
ム
は
残
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は

過
去
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
が
や
は
り
現

在
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
記
憶
と
い
う
記

録
で
す
。
や
は
り
こ
の
歳
に
な
り
ま
す
と

同
窓
会
な
ど
の
お
誘
い
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
同
窓
会
と
い
う
の
は
や
は
り
過
去
の

記
録
な
の
で
し
ょ
う
。
恰

あ
た
かも

巻
き
戻
し
の

よ
う
に
過
去
の
映
像
を
今
に
映
し
出
す
よ

う
な
も
の
で
す
。『
存
在
と
時
間
』
な
ど
と

い
う
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
難
解
な
書
物
も
あ
り

ま
す
が
、
や
は
り
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

自
己
の
存
在
と
移
り
行
く
時
間
を
考
え
な

い
で
は
お
れ
ま
せ
ん
。

　

今
は
次
の
世
代
に
文
化
を
繋つ

な

ぐ
と
い
う

仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
思
い
で
す
。
時

代
は
変
化
し
ま
す
。
日
本
で
は
団
塊
の
世

代
が
多
く
定
年
を
迎
え
、
次
の
世
代
が
こ

れ
を
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。
大
阪
産
業

大
学
も
大
阪
産
業
大
学
附
属
中
高
校
、
大

阪
桐
蔭
中
高
校
も
次
代
を
支
え
る
人
材
が

組
織
を
継
承
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
現
在
と
は
過

去
の
人
々
が
支
え
、
築
き
上
げ
て
き
た
も

の
の
上
に
あ
る
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
改

革
や
革
命
と
い
う
も
の
は
過
去
の
否
定
か

ら
始
ま
る
も
の
で
す
が
、
結
局
否
定
し
き

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
の
残ざ

ん
し滓

と
い

え
ば
語
弊
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
改

革
後
も
何
ら
の
折

せ
っ
ち
ゅ
う
て
き

衷
的
な
制
度
で
落
ち
着

く
も
の
で
す
。
教
育
に
つ
い
て
も
法
整
備

や
制
度
が
安
定
す
る
ま
で
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
大
阪
鉄
道
学
校
が
昭
和
3
年
に

創
立
さ
れ
て
来
年
で
90
年
を
迎
え
ま
す
。

多
く
の
人
々
が
学
び
社
会
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
時
は
公
立
学
校
で
は
校
長
が

朝
礼
で
「
教
育
勅
語
」
を
朗
読
し
て
い
た

で
し
ょ
う
。
瀬
島
源
三
郎
は
儒
教
に
基
づ

く
話
を
朝
礼
で
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
戦

前
の
講
堂
に
は
「
克か

つ
た
だ
か
ず
こ
う

忠
克
考
」（
よ
く
忠
に
、

よ
く
考
に
）
と
揮き

ご
う毫

さ
れ
た
額
縁
が
飾
っ

て
あ
り
ま
し
た
。
社
会
に
尽
く
し
、
親
を

大
切
に
す
る
こ
と
を
教
育
目
標
に
し
て
き

た
も
の
で
す
。
し
か
し
戦
後
か
ら
は
民
主

主
義
と
い
う
錦
の
御み

は
た旗

が
掲
げ
ら
れ
、
日

の
丸
に
と
っ
て
替
り
ま
し
た
。
戦
後
世
代

は
民
主
主
義
と
い
う
言
葉
が
好
き
で
す
。

し
か
し
、
日
本
人
が
こ
れ
を
本
当
に
理
解

し
て
い
る
か
は
疑
問
で
す
。
米
国
は
民
主

主
義
の
元
祖
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
人
は

多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
民
主
的
な
方
法
で
政
治
を
し
て
い

ま
す
か
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
一
見
民
主
的

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ヒ
ト
ラ
ー
を
生
み
ま

し
た
。Ｄ
Ｐ
Ｒ
Ｋ
と
は
何
か
分
か
る
で
し
ょ

う
か
？
こ
れ
は
北
朝
鮮
の
こ
と
な
の
で
す
。

つ
ま
りD

em
ocratic People

’

s Republic 
of Korea

の
略
で
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
の
こ
と
で
す
。
独
裁
者
が
親
族
を
暗

殺
す
る
国
の
名
に
民
主
主
義
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
皆
で
決
め
る
こ
と
が
民
主
主
義

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
豊
洲
移
転

問
題
も
皆
で
決
め
た
か
ら
立
派
な
民
主
主

義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
立
学
校
は
独

自
の
教
育
目
標
を
立
て
、
多
く
の
有
為
な

同
窓
生
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
教
育
と
は

学
び
を
知
り
、
全
て
の
事
柄
を
疑
い
、
自

分
に
と
っ
て
の
真
実
を
見
極
め
る
力
を
つ

け
る
こ
と
で
す
。
世
界
中
が
変
わ
り
つ
つ

あ
る
と
き
に
こ
そ
本
学
の
建
学
の
精
神「
偉

大
な
る
平
凡
人
た
れ
」
こ
そ
が
新
た
な
価

値
観
を
青
年
に
形
成
さ
せ
る
も
の
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。

黄
綬
褒
章
受
賞

一
貫
坂 

彰
さ
ん

昭
和
47
年
普
通
科
２
組
卒
業

　

平
成
28
年
の
秋
の
褒
章
で
、
そ
の

道
一
筋
に
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
、
一

貫
坂 

彰
氏
が
見
事
に
そ
の
栄
に
輝
か

れ
ま
し
た
。

　

一
貫
坂
さ
ん
は
母
校
を
卒
業
後
、

近
畿
大
学
商
経
学
部
を
経
て
、
父
上

が
経
営
さ
れ
て
い
た
南
晃
工
業
株
式

会
社
（
左
官
業
）
に
奉
職
さ
れ
現
在

に
至
り
ま
す
。

　

一
貫
坂
さ
ん
の
お
話
に
よ
り
ま
す

と
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
建
設
業
冬

の
時
代
、
バ
ブ
ル
景
気
、
崩
壊
後
の

長
期
不
況
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
経
験
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
社
を
取
り
巻
く
環
境
は

予
測
が
つ
か
な
い
ほ
ど
短
期
間
に
激

し
く
変
化
し
、
先
を
読
む
こ
と
が
と

て
も
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

　

そ
の
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、

他
社
に
先
が
け
機
械
化
の
導
入
、
若

年
工
の
育
成
、
女
子
技
能
士
の
採
用
、

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
し
、

高
齢
化
対
策
、
技
能
士
不
足
の
解
消

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
統

工
芸
の
継
承
に
努
め
、
新
工
法
の
取

り
入
れ
や
開
発
等
に
も
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
受
賞
を
糧
と
し
、
今

後
益
々
業
界
の
発
展
の
た
め
努
力
を

続
け
て
い
く
と
の
決
意
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

平成29年立春
一鉄土木昭和21年卒業

早坂 秀夫（俳号 一陽）

立
春
に
ぜ
ん
ざ
い
食
ぶ
る
介
護
園 

（
春
）

立
春
の
日
介
護
園
の
お
八
つ
と
し
て
ぜ
ん
ざ
い
を
賞
味
し
ま
し
た
。

藤
棚
に
憩
ひ
甘
露
の
烏
龍
茶 

（
春
）

介
護
園
よ
り
花
見
に
広
陵
町
長
福
寺
へ
行
っ
た
桜
は
葉
桜
で
あ
っ
た
が

満
開
の
藤
棚
の
下
　
烏
龍
茶
で
喉
を
潤
し
ま
し
た
。

介
護
園
琴
演
奏
聴
く
梅
雨
晴
間 

（
夏
）

斑
鳩
館
に
町
の
有
志
の
方
七
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
琴
の
演
奏
に
来
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
日
は
梅
雨
晴
間
の
晴
れ
た
日
で
し
た
。

介
護
園
昼
餉
の
菜
は
冷
奴 

（
夏
）

暑
い
と
き
は
食
事
も
冷
た
い
も
の
が
好
ま
れ
ま
す
。
冷
奴
等
は
そ
の
さ

え
た
る
も
の
で
す
。

協
会
よ
り
米
寿
祝
は
る
敬
老
日 

（
秋
）

俳
人
協
会
よ
り
敬
老
日
に
バ
ス
タ
オ
ル
セ
ッ
ト
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
介

護
園
の
入
浴
に
使
っ
て
い
ま
す
。

里
親
の
樹
に
標
札
付
け
る
誕
生
日 

（
秋
）

安
堵
町
に
あ
る
岡
崎
川
堤
防
に
有
志
が
十
年
程
前
に
桜
を
植
え
ま
し
た
。

私
も
一
本
植
え
て
標
札
に
句
を
書
き
取
付
け
ま
し
た
。
風
雨
に
晒
さ
れ

痛
ん
で
き
た
と
こ
ろ
息
子
よ
り
贈
ら
れ
た
新
し
い
標
札
（
プ
ロ
作
成
）

に
誕
生
日
に
取
替
え
ま
し
た
。

け
ん
ち
ん
汁
母
思
い
出
す
夕
餉
か
な 

（
冬
）

亡
母
が
作
っ
て
く
れ
た
暖
か
い
け
ん
ち
ん
汁
で
夕
餉
を
採
っ
た
寒
い
夜

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
飾
り
華
や
げ
る 

（
冬
）

居
間
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
飾
り
障
害
者
の
家
庭
も
華
や
ぎ
ま
し
た
。

娘
よ
り
訪
問
知
ら
す
初
電
話 

（
新
年
）

元
日
に
年
始
の
挨
拶
方
々
無
事
を
確
か
め
に
来
訪
す
る
旨
の
初
電
話
が

あ
っ
た
。

箱
根
駅
伝
テ
レ
ビ
座
席
の
初
観
戦 

（
新
年
）

毎
年
恒
例
の
箱
根
駅
伝
が
行
わ
れ
私
も
テ
レ
ビ
座
席
で
観
戦
し
ま
し
た
。

　昨年の誕生日で米寿となり俳
句を友としてテレビの前で大相
撲や旅行記等を見て楽しんでお
ります。
　過去一年間に詠んだ俳句十選
をご披露致します。

障害者の
楽しみ



（11）	 く ろ が ね 	 第45号	 平成29年４月24日

学校 の ペ ー ジ学校 の ペ ー ジ
　中学校は１月14日から１月19日にかけて計４回、高校は２月10日と２月
16日の計２回の入学試験を実施しました。中学校では18名、高校では743名
が入学し、高校全体の在籍者数は２，124名と昨年より152名の増加となりま
した。
　３月18日と19日に実施した高校入試併願合格者の招集には、276名が集ま
り（戻り率13.3％）予想を大きく上回り、女子の入学者も154名と例年以上
に多い結果となりました。普通科特進コースは６クラスに、進学コースは８
クラスになり、スポーツコース２クラス、国際科グローバルコース２クラス
と合わせて計18クラスとなりました。
　その結果、高校の入学者の占める併願者の比率は、普通科特進コースⅠで
55.4％、普通科特進コースⅡで53.7％、普通科進学コースで37.5％、国際科
グローバルコースで28.9％、全コース平均で37.1％となり、併願者の割合は
高さとなっています。

【各コースの併願入学者率】
ＡⅠ ＡⅡ Ｕ Ｐ Ｇ 全体
55.4％ 53.7％ 37.5％ 1.1％ 28.9％ 37.1％

 中学・高校  生徒募集にご協力を！

　ご家族またはお近くに受験を予定されている方がおられましたら、ぜひ母
校の受験をお勧めいただきますようよろしくお願い申し上げます。
　高校の国際科は、平成28年４月より特進コース・進学コースを一本化し、
グローバルコースに改編しました。国際社会で活躍できるよう、語学力はも
とよりコミュニケーション能力、主体性・積極性、チャレンジ精神を養い、
異文化に対する理解と日本人としてアイデンティティをはぐくみ、外国語大学・
外国語学部への進学をめざします。
　新年度を迎えた校内では、生徒たちが勉強やクラブ活動に元気に取り組ん
でおります。同窓生のみなさん、ぜひ一度母校へお立ち寄りいただき、後輩
たちの活動ぶりをご覧ください。

  各種証明書類の発行について

　各種証明書は事務部会計課にて発行致します。

●		窓口ですぐにお渡しできないものもありますので、来校される場合は、事前にご確認下
さい。
　＜すぐにお渡しできるもの＞　　卒業証明書　等
　＜すぐにお渡しできないもの＞　　	調査書、成績証明書、単位修得証明書、英文の

証明書類　等

●		郵送希望の場合は、下記必要事項を便箋等に記入し、手数料分および郵送料分の
切手を同封して、会計課宛に送付してください。

　＜記入事項＞　	氏名（英文の場合はローマ字表記もお願いします。）生年月日、卒業
年、卒業された科・コース・クラス、現住所、電話番号（連絡先・郵送先
が住所と異なる場合は、それも併せて記入）、使用目的、必要な書類
名と部数を明記してください。

　＜手 数 料＞　卒業証明書、成績証明書、単位取得証明書等：100円
　　　　　　　　調査書：200円　英文卒業証明書：300円
　　　　　　　　英文成績証明書：500円
　　　　　　　　各１通あたりの手数料です。
　　　　　　　　	詳しくは、大阪産業大学附属中学校高等学校ホームページの

「卒業生の方」から「各証明書の発行について」へお進みい
ただき、ご確認下さい。

●窓口受付時間	 平日８：45〜16：30、土曜日８：45〜12：00

※学校行事の都合で臨時休校となる場合がありますので、ご注意ください。　
　ご不明な点は会計課までお問い合わせください。　TEL.06-6939-1491（代）

中学校
体育祭 9月23日（土曜日・秋分の日）　
第71回梧桐祭 11月 1日（水曜日・創立記念日）
卒業式 3月10日（土曜日）　　　　　　

開催予定！
高等学校
体育祭 9月29日（金曜日）　　　　　　
第71回梧桐祭 11月 1日（水曜日・創立記念日）
卒業式 1月27日（土曜日）　　　　　　

開催予定！

　平成28年度卒業生の進路状況と大学合格実績は、下表の通りです。進路状
況については、昨年度に比べると、４年制大学や短期大学に進学した生徒は
全体の82%で昨年度より５%増加し、専門学校へは昨年度より２%減少し
12%の生徒が進学しました。
　また、大学合格実績につきましては、国公立大学に５名合格しました。私
立大学においても昨年度より合格者が増加しました。
　大阪産業大学への入学者も164名で昨年度より２名増加しました。今年度
もさらに大阪産業大学との「高大一貫教育」体制の整備を進め、合格決定か
ら大学入学までの期間に行われる事前教育の取り組みや、大学入学後も高校
との連絡が継続することなど、充実したアフターケアを生徒や保護者の方々
に理解して頂くことが重要であると思われます。
　今後も一人一人の生徒が自らに適した進路を選択し、将来の活躍に繋げる
ことが出来るように指導していきたいと考えております。
	 （進路指導部）

平成28年度卒業生進路状況

項目　　　
科 普通科 国際科

合計
特　進 進　学 スポーツ 特　進 進　学

卒業生数 171 229 77 20 47 544

進
　
学

大　学 147 181 65 14 28 435

短　大 2 5 3 2 12

専門学校 11 28 9 1 10 59

その他 9 9 1 1 6 26

計 169 223 75 19 46 532

就
　
職

官公庁

運輸関係 1 1

金融関係

建設関係

製造関係 1 1

販売関係 4 1 1 6

サービス 1 1

家業・その他 1 2 3

計 2 6 2 1 1 12

平成29年度入試　大学別合格状況と過去実績　　　　　　　　合格者数は実数

大学名
合　格　者　数

29年度入試 28年度入試 27年度入試 26年度入試 25年度入試

大阪産業大学 173 186 258 233 412

大阪大学 1

和歌山大学 1

大阪府立大学 1 2

大阪市立大学 1 2

兵庫県立大学 3 1

信州大学 1

滋賀大学 1 1

岡山大学 1 1 1

山口大学 1 1

兵庫教育大学 1

横浜市立大学 1

島根大学 1

鳥取環境大学 1

高知工科大学 1

国公立大学計 5 3 7 6 4

関西大学 16	 17 14 14	 16

関西学院大学 1 3 1 2

同志社大学 2 1 3	 1

立命館大学 5 2 5 5	 4

関関同立計 22 24 21 22 23

京都産業大学 11 13 17 9	 12

近畿大学 30 23 17 22	 33

甲南大学 1 3 4 3	 2

龍谷大学 10 7 9 2	 7

産近甲龍計 52 46 47 36 54

関西外国語大学 21 27	 27 28	 22

京都外国語大学 7 4 4	 1

佛教大学 9 4 2 5	 4

 計 30 38 33 37 27

 中学・高校  進路指導より 中学・高校  高校在校生2,124名に
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Ｅ
Ｓ
Ｓ
部

　

Ｅ
・
Ｓ
・
Ｓ
・
で
す
。
Ｅ
・
Ｓ
・

Ｓ
・
の
名
前
通
り
Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ
先
生
他
に

よ
る
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
ク

ラ
ブ
で
す
。
ゲ
ー
ム
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
で
英
語
に

慣
れ
親
し
ん
で
い
き
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活

動
中
は
、
当
然
英
語
で
意
思
疎
通
、
い
っ

そ
う
英
語
が
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い

く
こ
と
請
け
合
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吹
奏
楽
部

　

昨
年
新
た
に
出
発
し
た
吹
奏
楽
部
は
、

小
さ
い
編
成
な
が
ら
、
夏
の
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
ま

た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
金

管
６
重
奏
で
銀
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

校
内
に
お
い
て
は
、
文
化
祭
、
体
育

祭
で
の
演
奏
は
も
と
よ
り
卒
業
式
で
は

式
典
演
奏
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
は
将
来
、
ク
ラ
ブ
活
動
を

応
援
す
る
産
大
高
校
の
、
活
気
あ
る
ク

ラ
ブ
の
ひ
と
つ
に
成
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
吹
奏
楽
の
魅
力
を
多
く

の
生
徒
の
み
ん
な
に
伝
え
て
、
ど
ん
ど

ん
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

　

ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

（
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
）

　

ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル

の
面
白
さ

は
、
ゲ
ー

ム
に
至
る

ま
で
の
対

戦
相
手
の

分
析
か
ら

始
ま
り
ま

す
。
個
々

の
選
手

の
能
力
、

チ
ー
ム
の

プ
レ
ー
を
し
っ
か
り
分
析
し
、
自
分
た

ち
の
プ
レ
ー
を
決
め
る
な
ど
、
ゲ
ー
ム

ま
で
の
準
備
が
勝
敗
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
ゲ
ー
ム
自
体
も
、
ラ
ン
プ
レ
ー
、

パ
ス
プ
レ
ー
を
ど
こ
で
ど
う
使
う
か
を

瞬
時
に
見
極
め
、
デ
ザ
イ
ン
通
り
の
動

き
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
時
間
を
う
ま
く

使
う
こ
と
も
必
要
で
、
残
り
時
間
一
秒

で
逆
転
す
る
よ
う
な
場
面
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ゲ
ー
ム
を
見
に
来
て
い
た
だ
き
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
先
輩
方
は
、
八
度
の
全
国

優
勝
、
三
度
の
準
優
勝
を
始
め
と
し
て
、

数
々
の
実
績
を
残
し
、
伝
統
を
築
い
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
さ
ら
に
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い

く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

　

昨
年
は
創
部
60
周
年
を
迎
え
、
記
念

祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
に
入

り
、
よ
う
や
く
60
周
年
記
念
誌
を
発
刊

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
月
５
日

に
開
催
し
た
Ｏ
Ｂ
総
会
で
は
、
完
成
し

た
記
念
誌
を
見
な
が
ら
、
懐
か
し
い
現

役
当
時
の
話
に
花
を
咲
か
て
お
ら
れ
る

Ｏ
Ｂ
諸
氏
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
１
年
生
男
子
８
名
、
２
年

生
男
子
４
名
女
子
１
名
、
３
年
生
男
子

１
名
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
男
子
２
名
が
５
位
入

賞
、
国
体
で
は
男
子
２
名
が
４
位
と
５

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
女
子
も
全
国
高

校
女
子
選
手
権
に
出
場
、
全
国
女
子
選

抜
大
会
で
は
６
位
入
賞
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス
選

手
権
に
男
子
１
名
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
権
に
は
男
子
２
名
、
女
子
１
名
が

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
行
わ
れ
た
全
国
選
抜
大
会
で

は
男
子
１
名
が
３
位
入
賞
、
女
子
１
名

が
５
位
入
賞
し
ま
し
た
。
く
ろ
が
ね
を

読
ま
れ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ま
、
ご
子

息
を
伴
っ
て
是
非
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
部
に
ご
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
顧
問
の
近

藤
逸
生
に
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
転
車
競
技
部

　

自
転
車
競
技
部
は
、
28
年
度
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
競
技
に
３

年
生
が
出
ま
し
た
。

　

ス
ク
ラ
ッ
チ
競
技
に
出
場
し
、
予
選

を
通
過
、
決
勝
で
７
位
入
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

29
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、
ト
ラ
ッ

ク
競
技
だ
け
で
な
く
、
ロ
ー
ド
競
技
も

出
場
し
活
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
ご
声
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

写
真
は
、
28
年
度
入
賞
し
た
濵
田
樹

君
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
競
技
走
行

中
の
写
真
（
青
色
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
）

と
そ
の
表
彰
式
の
模
様
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
部

　

サ
ッ
カ
ー
部
は
、「
厳
し
く　

激
し

く　

楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
全
国
大

会
出
場
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

部
員
は
３
学
年
で
毎
年
１
５
０
名
を

超
え
る
大
所
帯
で
す
が
、
多
い
人
数
を

結
集
し
大
き
な
力
に
し
て
い
こ
う
と
精

進
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予

選
、
選
手
権
予
選
を
ベ
ス
ト
16
で
涙
し
、

高
円
宮
杯
Ｕ

－

18
大
阪
１
部
リ
ー
グ
も

降
格
し
て
し
ま
い
、
非
常
に
悔
し
い
年

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ

ず
に
、
一
層
の
努
力
を
し
て
い
く
気
持

ち
で
現
在
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ダ
ン
ス
部

　

単
に
与
え

ら
れ
た
も
の

を
踊
る
だ
け

で
は
な
く
、

自
ら
も
考
え
、

創
作
し
さ
ま

ざ
ま
な
観
点

か
ら
作
品
を

観
る
。

　

【
踊
る
・

創
る
・
観
る
】
と
い
っ
た
ダ
ン
ス
の
特

性
を
知
り
、
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

よ
り
自
由
な
表
現
と
創
造
を
く
り
広
げ

る
、
そ
れ
が
ダ
ン
ス
で
す
。
経
験
・
未

経
験
関
係
な
く
、
ダ
ン
ス
が
好
き
な
メ

ン
バ
ー
で
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
す
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
で
高
校
ダ
ン
ス
部
の
数
も

増
え
、
そ
れ
に
伴
っ
て
大
会
も
多
く
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
本
校
の
ダ
ン
ス
部
も
披
露
す
る

場
が
増
え
る
こ
と
と
な
り
、
生
徒
た
ち

も
よ
り
一
層
練
習
に
身
が
入
る
よ
う
で

す
。

　

ま
た
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
に
参
加
し
、

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
だ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ダ
ン
ス
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

演
劇
部

　

現
在
演
劇
部
は
13
名
（
男
子
11
名
・

女
子
２
名
）
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
大
産
大
校
の
劇
を
観
る
と
元
気
が
出

る
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
「
全

力
の
演
劇
」
を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま

す
。
昨
年
の
Ｈ
Ｐ
Ｆ
〔
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

プ
レ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〕
公
演
で
も

多
く
の
観
客
を
集
め
演
劇
祭
を
大
い
に

盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研

究
大
会
で
は
優
秀
賞
と
個
人
演
劇
賞
を

受
賞
し
、
審
査
員
か
ら
た
く
さ
ん
の
賞

賛
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
観
に
来
て
頂
い
た
方
に
パ
ワ
ー
と
笑

い
と
感
動
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
一
生
懸
命
練
習
し
て
い
き
ま
す
。

たのしいクラブ
在校生のみなさんの活躍ぶりを、
クラブ活動を通してレポートしていただきました。

在校生のみなさんからの
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ま
だ
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
な
い
卒
業
生

の
方
は
是
非
一
度
公
演
に
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。
今
後
も
演
劇
部
の
活
動
を

応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部　

僕
た
ち
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル

部
は
部
員
23

名
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
１
名

の
24
名
で
活

動
し
て
い
ま

す
。
今
年
度

は
２
年
連
続

で
全
国
私
学

大
会
に
出
場

す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し

た
。
５
年
ぶ
り
の
近
畿
大
会
・
全
国
総

体
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

テ
ニ
ス
部 

　

同
窓
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
お
元
気

で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
も
と
、
テ

ニ
ス
部
は
男
子
が
過
去
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

個
人
単
複
３
位
、
団
体
ベ
ス
ト
16
、
全

国
選
抜
団
体
ベ
ス
ト
８
、
個
人
準
優
勝
、

ま
た
女
子
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
個
人
単
優

勝
、
複
３
位
、
団
体
ベ
ス
ト
16
、
さ
ら

に
全
国
選
抜
団
体
ベ
ス
ト
16
、
個
人
ベ

ス
ト
６
と
い
う
輝
か
し
い
実
績
を
残
せ

ま
し
た
。
生
駒
コ
ー
ト
に
は
砂
入
り
人

工
芝
コ
ー
ト
５
面
、
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
２

面
を
備
え
、
練
習
環
境
に
も
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
経
験
者
、
初
心
者
を
問
わ
ず
、

部
員
相
互
が
切
磋
琢
磨
す
る
形
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
自
分
の
力
を
伸
ば
し
、

結
果
を
出
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
生
駒

コ
ー
ト
へ
も
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

部
員
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
Ｏ
Ｂ
の
皆

さ
ま
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
致
し
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
支
援
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

　

近
畿
大
会
出

場
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
、
練

習
メ
ニ
ュ
ー
を

生
徒
た
ち
自

身
で
考
え
な

が
ら
、
日
々
全

力
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
基

本
的
に
、
週
に

６
日
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
鶴

見
緑
地
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
特
進

コ
ー
ス
の
生
徒
も
、
７
限
授
業
後
、
短

い
時
間
な
が
ら
進
学
コ
ー
ス
や
グ
ロ
ー

バ
ル
コ
ー
ス
の
生
徒
と
一
緒
に
な
っ
て
、

精
一
杯
励
ん
で
い
ま
す
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

　

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
は
２
０
０
７

年
に
創
部
し
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

の
全
国
大
会
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｐ

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
日
本
選
手
権
大

会
に
２
０
１
１
年
、
２
０
１
３
年
、

２
０
１
５
年
、
２
０
１
６
年
と
過
去
４

回
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

競
技
大
会
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
応
援
や
、
イ

ベ
ン
ト
に
も
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り

頑
張
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

__

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

私
た
ち
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
毎

日
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
力
を
高
め
、
基
礎
を
も
と
に
チ
ー
ム

力
を
向
上
さ
せ
て
勝
利
を
め
ざ
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
夏
と
冬
に
強
化
合
宿
も
行
い
、

普
段
の
練
習
不
足
の
補
完
と
、
Ｏ
Ｂ
と

の
交
流
の
場
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
奈
良
県
遠
征
に
出
か
け
、

自
分
た
ち
の
実
力
を
試
し
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
は
中
学
生
、
高

校
生
が
在
籍
し
、
み
ん
な
仲
良
く
練
習

し
て
い
ま
す
。
競
技
と
し
て
行
う
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
で
は
時
速
１
０
０
キ
ロ
を
超

え
る
シ
ャ
ト
ル
を
打
ち
合
う
高
速
な
世

界
を
体
感
で
き
ま
す
。
高
校
か
ら
始
め

た
初
心
者
も
多
い
で
す
が
、
近
年
で
は

経
験
者
も
多
く
入
部
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
、
ま
た
女
子
の
入
部
も
少
し
ず

つ
増
え
て
き
た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

上
位
入
賞
が
で
き
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も

練
習
に
励
み
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

毎
日
、
近

畿
大
会
上
位
、

全
国
大
会
出

場
を
目
指
し

て
活
動
し
て

い
ま
す
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

部
で
は
技
術

の
み
な
ら
ず
、

礼
儀
も
し
っ

か
り
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、

心
身
と
も
に

成
長
す
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
毎
日
、
近
畿
大
会
上
位
、

全
国
大
会
（
春
の
高
校
バ
レ
ー
や
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
出
場
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
部

　

私
た
ち
ラ
グ
ビ
ー
部
は
「
全
国
制
覇
」

を
目
標
に
日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
練
習
は
日
々
厳
し
い
で
す
が
、

楽
し
く
ラ
グ
ビ
ー
を
す
る
こ
と
も
心
掛

け
て
い
ま
す
。
目
標
で
あ
る
「
全
国
制

覇
」
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ラ
グ
ビ
ー

だ
け
に
限
ら
ず
日
頃
の
生
活
か
ら
ラ
グ

ビ
ー
部
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、「
目

配
り
」「
気
配
り
」「
思
い
や
り
」
を
胸

に
秘
め
、
心
身
共
に
成
長
す
る
た
め
何

事
に
も
全

力
で
取
り

組
ん
で
い

ま
す
。
そ

の
上
で
ラ

グ
ビ
ー
は

15
人
で
行

う
団
体
ス

ポ
ー
ツ
で

あ
る
こ
と

か
ら
、「
勝

つ
」
と
い

う
１
つ
の

目
標
に
向

か
い
一
致

団
結
す
る

気
持
ち
を

強
く
持
っ

て
い
ま
す
。

　

“
Ｏ
Ｎ

Ｅ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ａ
Ｌ
Ｌ
、
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ
”
の
精
神
の
も
と
、
強
い
チ
ー

ム
を
目
指
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

空
手
道
部

　

私
た
ち

の
目
標

は
、

各

大
会
で
上

位
進
出

し
、
近
畿

大
会
、
全

国
大
会
で

入
賞
す
る

こ
と
で
す

が
、
そ
れ

だ
け
で
は

な
く
、
空
手
道
を
通
じ
て
礼
儀
作
法
を

身
に
つ
け
、
立
派
な
人
間
と
し
て
成
長

す
る
こ
と
で
す
。

　

本
校
空
手
道
部
は
、
高
体
連
加
盟
以

来
、
30
数
年
が
経
ち
、
そ
の
間
、
近
畿

大
会
優
勝
や
、
全
国
大
会
５
位
な
ど
、

優
秀
な
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
部
員
数
の
減
少
に

よ
り
、
全
国
大
会
に
は
、
な
か
な
か
手

が
届
き
ま
せ
ん
。

　

捲
土
重
来
を
期
し
、
近
畿
大
会
、
全

国
大
会
へ
と
常
時
出
場
で
き
る
チ
ー
ム

に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

剣
道
部

　

我
々
は

文
武
両
道

を
モ
ッ

ト
ー
に
掲

げ
日
々
努

力
し
て
い

ま
す
。

　

現
役
部

員
た
ち

は
、
一
日
一
日
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
三

年
後
に
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
を
、

歴
代
の
剣
道
部
卒
業
生
か
ら
学
び
、
教

え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

勉
強
も
剣
道
も
今
、
何
を
、
ど
の
様

に
や
る
べ
き
な
の
か
を
絶
え
ず
考
え
、

集
中
し
て
行
う
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

で
き
る
、
そ
の
よ
う
な
剣
道
部
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

硬
式
野
球
部

　

平
成
27
年
２
月
よ
り
、
櫻
井
数
美
監

督
の
も
と
甲
子
園
出
場
を
め
ざ
し
、
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
良
い

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
は
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

現
在
２
年
生
24
名
、
１
年
生
26
名
が

在
籍
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度
の
新
入

部
員
は
20
名
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
の
応
援
が
私
た
ち
の

力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ゴ
ル
フ
部

　

日
々

の
練
習

を
通
じ

て
技
術

の
上
達

だ
け
で

な
く
、

マ
ナ
ー

や
エ
チ

ケ
ッ
ト

を
身
に

付
け
、

礼
儀
正

し
い
プ

レ
ー
を

心
が
け

て
い
ま

す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
ゴ
ル

フ
を
楽
し
み
な
が
ら
常
に
向
上
心
を
忘

れ
ず
努
力
し
て
い
ま
す
。

少
林
寺
拳
法
部

　

少
林
寺
拳
法
は
自
分
自
身
を
頼
り
と

す
る
こ
と
の
で
き
る
「
本
当
の
強
さ
」

を
持
っ
た
人
間
を
育
て
る
武
道
で
す
。

　

練
習
は
、
基
本
的
に
は
二
人
一
組
に

な
り
行
い
ま
す
。
お
互
い
の
手
を
握
り

練
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
も
上
達

し
、
相
手
も
上
達
し
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
半
ば
は
自
己
の
幸
せ
を
、
半

ば
は
他
人
の
幸
せ
を
」
と
い
う
少
林
寺

拳
法
の
精
神
か
ら
き
て
い
ま
す
。
部
員

の
ほ
と
ん
ど
が
中
・
高
校
生
に
な
っ
て

始
め
た
生
徒
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
成
績
は
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
「
女
子
組
演
武
の
部
第
２
位
」。

近
畿
大
会
で
「
男
子
自
由
組
演
武
第
２

位
」「
男
子
規
定
組
演
武
優
勝
・
第
２
位
」

「
男
子
規
定
単
独
演
武
第
２
位
・
第
３

位
」「
男
子
団
体
第
４
位
」「
女
子
自
由

単
独
第
１
位
・
第
４
位
」
な
ど
、
男
女

と
も
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
中
学
生
大
会
で
は
「
男
子

組
演
武
第
４
位
」
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
は
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
」・

中
学
生
は
「
全
国
中
学
生
大
会
優
勝
」

を
目
指
し
、
日
々
、
修
練
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
道
場
ま
で
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

柔
道
部

　

柔
道
部

は
、
試
合
場

が
２
面
取
れ

る
広
い
柔
道

場
で
男
子
11

名
、
女
子
９

名
の
あ
わ
せ

て
20
名
で
少

人
数
で
は
あ

り
ま
す
が
、

日
々
一
生
懸

命
に
稽
古
し

汗
を
流
し
て

い
ま
す
。

　

５
月
に
行

わ
れ
た
私
学

大
会
で
は
、

男
子
団
体
の
部
で
優
勝
。
６
月
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
予
選
で
は
男
子
団
体
ベ
ス
ト

８
。
こ
の
ま
ま
勢
い
を
つ
け
７
月
に
行

わ
れ
た
、
金
鷲
旗
で
は
最
終
日
の
大
会

に
残
り
来
年
度
の
大
会
の
シ
ー
ド
権
を

獲
得
し
、
総
体
で
は
男
子
団
体
戦
で
３

位
に
な
り
ま
し
た
。

　

年
度
末
に
行
わ
れ
た
大
阪
新
人
戦
で

は
女
子
78
㎏
級
の
山
根
が
優
勝
し
近
畿

大
会
出
場
、
女
子
団
体
戦
も
近
畿
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

部
員
の
中
に
は
高
校
か
ら
柔
道
を
始

め
た
生
徒
も
い
ま
す
が
、
部
員
全
員
が

大
き
な
目
標
で
あ
る
“
全
国
大
会
出
場
”

に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

書
道
部

　

書
道
部
は
昨
年
の
梧
桐
祭
に
お
い
て
、

初
め
て
「
書
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
し
な
が

ら
、
大
き
な
筆
で
書
き
あ
げ
ま
し
た
。

基
本
練
習
も
地
道
に
行
い
、
全
国
大
会

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。水

泳
部

　

私
た
ち
水
泳
部
は
、
現
在
高
校
生
26

名
、
中
学
生
４
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

５
月
か
ら
９
月
ま
で
は
屋
外
プ
ー
ル
で
、

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
体
幹
や
ウ
エ
イ
ト
な

ど
の
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
競
泳
部
門
で
は
、
各
自
が

記
録
を
伸
ば
し
各
種
大
会
で
決
勝
に
残

る
べ
く
、
日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
水
球
部
門
で
は
、
大
阪
産
業
大

学
の
な
み
は
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ロ
ク
ラ

ブ
に
も
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
念
願
の
初
勝
利
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
今
ま
で
以
上
に
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
つ
つ
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
目

標
を
達
成
で
き
る
よ
う
更
に
練
習
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

卓
球
部

　

ク
ラ
ブ
活
動
か
ら
し
か
学
べ
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
礼
儀
作
法

や
協
調
性
、
そ
し
て
体
力
も
つ
き
ま
す
。

そ
れ
を
勉
強
や
学
校
生
活
に
い
か
せ
る

よ
う
に
、
み
ん
な
ク
ラ
ブ
と
勉
強
の
両

立
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

茶
華
道
部

　

現
在
茶
華
道
部
は
、
高
校
生
４
名
、

中
学
生
３
名
の
合
計
７
名
で
、
月
に
１

〜
２
回
土
曜
日
に
食
堂
棟
３
階
の
作
法

室
に
お
い
て
、
外
部
か
ら
茶
道
・
華
道

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

茶
道
で
は
、
毎
年
夏
に
、
大
阪
府
内

の
幼
稚
園
児
か
ら
大
学
生
ま
で
が
集
ま

り
お
茶
会
を
開
く
「
学
校
茶
道
の
つ
ど

い
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
華
道

で
は
、
２
年
に
一
度
、
大
き
な
華
展
に

出
展
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
梧
桐
祭
で
は
、
部
員
が
着
物
・

袴
を
着
て
お
茶
会
を
開
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
来
校
の
際
に
は
ぜ
ひ
お
寄
り
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

鉄
道
研
究
部

　

部
員
た
ち
に
と
っ
て
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
は
毎
年
、
夏
休
み
に
実
施
さ
れ
る
４

泊
５
日
の
合
宿
で
す
。
合
宿
の
行
き
先
、

行
程
は
部
員
た
ち
で
企
画
・
立
案
す
る

た
め
、
合
宿
地
選
定
を
め
ぐ
っ
て
は
部

員
同
士
で
喧
々
諤
々
の
様
相
を
呈
し
ま

す
。
今
年
は
長
野
を
経
由
し
、
新
潟
、

北
関
東
、
東
京
と
回
っ
て
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
や
梧
桐
祭
で
は

作
成
し
た
ジ
オ
ラ
マ
や
休
日
・
合
宿
で

撮
影
し
た
写
真
を
展
示
し
、
見
学
者
に

説
明
を
行
っ
た
り
、
鉄
道
模
型
の
運
転

操
作
の
補
助
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

　

昨
年
７
月
27
日
に
は
Ｍ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

の
Ｔ
Ｖ
番
組
『
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
』
の

「
学
校
へ
行
こ
う
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー

で
部
の
活
動
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い

た
お
陰
で
、
そ
の
後
大
き
な
反
響
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
新
入
部
員
が

数
多
く
入
部
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

中
国
語
研
究
部

　

中
国

語
研
究

部
は
、

中
国
語

検
定
試

験

や

Ｈ

Ｓ

Ｋ
（
漢

語
水
平

考
試
）

の
合
格

を
目
指
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
部
員

は
、
中
学
生
１
年
生
が
３
名
と
、
中
国

語
が
堪
能
な
高
校
生
２
年
生
が
１
名
で

す
。
今
年
度
は
、
高
校
生
が
見
事
中
国

語
検
定
準
１
級
に
合
格
し
て
く
れ
ま
し

た
。
今
は
、
中
国
語
検
定
１
級
の
合
格

を
目
指
し
な
が
ら
、
学
習
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
入
部
当
初
ま
っ
た
く
中
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従業員にお困りの経営者の皆さま！

社会保険労務士法人ジェネシス
〒５３０-０００１ 大阪市北区梅田2丁目5番4号 千代田ビル西館2階
TEL.06（6459）7815 FAX.06（6459）7813
E-mail：t.honda@genesis-csilc.com　代表社員：本田忠行

労務管理に関する
有益な情報が満載の

「事務所だより」を
毎月無料でお送りします。
下記まで一報ください。

平成5年
普通科卒

本田忠行です。
特定社会保険労務士

です。

ＴＥＬ　0 6－ 6 3 5 1－ 8 6 2 6
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（昭和18年電気科B組卒）

国
語
が
話
せ
な
か
っ
た
中
学
生
で
し
た

が
、
顧
問
が
直
接
指
導
を
す
る
た
め
、

１
年
間
で
中
国
語
の
発
音
が
非
常
に
良

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
中
国
語
検
定

準
４
級
合
格
を
目
指
し
て
、
努
力
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
力
に
合
っ
た
レ

ベ
ル
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ

て
、
各
個
人
が
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
検
定
に
合
格
す
る
こ
と
を

目
指
し
な
が
ら
、
中
国
文
化
や
中
国
史

な
ど
、
今
話
題
の
中
国
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

放
送
部

　

放
送
部

は
現
在
、

高
校
生
2

名
で
活
動

し
て
い
ま

す
。
活
動

は
主
に
、

毎
週
月
曜

日
と
金
曜

日
の
お
昼

休
み
に
ラ

ジ
オ
番
組
を
生
放
送
す
る
こ
と
で
す
。

番
組
で
は
流は

行や

り
の
音
楽
だ
け
で
な
く
、

学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
梧
桐
祭
開
催

中
に
集
め
た
様
々
な
生
徒
た
ち
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
放
送
す
る
な
ど
、
学
校
行

事
に
連
動
す
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

お
昼
の
放
送
以
外
で
は
全
校
朝
礼
、

体
育
祭
、
梧
桐
祭
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や

放
送
の
調
整
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
行
な
っ

て
お
り
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
大
忙
し

で
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。
主
役
に
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
放
送
部
が

い
な
い
と
行
事
が
成
り
立
た
な
い
」
と

い
う
自
負
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
も
楽
し

く
活
動
を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
部

　

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
研
究
部
は
現
在
、
高
校
生

11
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
週

に
３
回
部
室
に
集
ま
っ
て
イ
ラ
ス
ト
を

描

い

た
り
、

好

き

な
ゲ
ー

ム
の
話

を
し
た

り
し
て

い

ま

す
が
、

夏
休
み

前
か
ら

は
梧
桐

祭
に
向

け
た
準

備

が

始
ま
り
慌
し
く
な
り
ま
す
。
28
年
度
は

城
東
区
の
お
祭
り
で
あ
る
「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｕ

Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
祭
」
の
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
も
行
い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
が
城

東
区
内
の
学
校
に
配
布
さ
れ
、
街
の
あ

ら
ゆ
る
場
所
に
貼
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

に
と
て
も
感
激
で
し
た
。

　

つ
い
先
日
、
念
願
の
新
し
い
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
さ
ら
に
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

科
学
部

　

私
た
ち

科
学
部
は

週
に
一

度
、
化
学

実
験
室
で

活
動
し
て

い
ま
す
。

教
科
書

に
載
っ
て

い
る
よ
う

な
簡
単
な

も
の
か
ら

少
し
難
し

い
も
の
ま

で
、
自
分
た
ち
の
興
味
の
あ
る
実
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
人
数
は
少
な
い
で
す

が
、
中
学
生
高
校
生
分
け
隔
て
な
く
み

ん
な
で
楽
し
く
実
験
を
し
て
い
て
、
と

て
も
明
る
い
雰
囲
気
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

本
校
に
は
実
験
に
必
要
な
器
具
や
試
薬

が
豊
富
に
あ
り
、
非
常
に
活
動
し
や
す

い
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
夏
休

み
な
ど
の
長
期
休
暇
に
は
科
学
館
や
水

族
館
な
ど
の
施
設
に
見
学
に
行
っ
て
い

ま
す
。陸

上
競
技
部

大
阪
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
抗
選
手
権

大
会　

出
場

大
阪
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　

陸
上

競
技
の
部　

出
場

大
阪
私
立
高
等
学
校
体
育
大
会　

陸
上

競
技
の
部　

出
場

・
女
子　

走
高
跳　

８
位　

入
賞

大
阪
高
校
秋
季
陸
上
競
技
大
会
（
２
地

区
）

・
男
子　

三
段
跳　

４
位
入
賞

全
国
高
校
駅
伝
大
阪
予
選
会　

出
場

軽
音
楽
部

　

軽
音
楽
部
は
自
分
の
気
の
合
う
仲
間

と
バ
ン
ド
を
組
み
、
基
本
的
に
バ
ン
ド

単
位
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

員
の
バ
ン
ド
レ
ベ
ル
は
様
々
で
、
経
験

者
は
も
ち
ろ
ん
初
心
者
で
も
音
楽
を
楽

し
め
ま
す
。
た
だ
演
奏
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
音
楽
を
通
し
て
礼
儀
、
人
と
の

協
調
性
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
目
標
に

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

先
輩
、
後
輩
も
仲
が
良
く
、
学
年
や

コ
ー
ス
、
パ
ー
ト
を
超
え
た
仲
間
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
勉
強
や
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
と
も
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

軟
式
野
球
部

　

こ
こ
数
年
、
部
員
数
が
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
一
人
一
人
は
、
毎
日
明
る
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
駒
に
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
用

意
し
て
頂
き
、
練
習
環
境
は
整
っ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
環
境
を
つ
く
っ
て
下
さ
っ
た
皆

様
へ
の
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
日
々

邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日本光電工業株式会社
特約店

株式会社 上北商会

〒570-0011 大阪府守口市金田町4丁目5番26号
TEL：06-6902-6097　FAX：06-6901-2632

医用電子機器・医科器械器具
介護用品販売
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平成29年度  同窓会組織・役割
①同窓会役職　②役割
③卒業時の校名（略名でなくフルネーム）④卒業年度と科
⑤ひと言（すきな言葉や座右の銘など）20字以内

副会長・会計
大阪鉄道高等学校
昭和35年業務科卒
四国お遍路８回目
結願して「中先達」

に昇格。今年も海外に出て知らな
い世界を楽しみます。

大谷　和正
おおたに かずまさ

常任幹事
大阪産業大学高等学校
昭和58年商業科卒
今年こそ若い人の
役員が増えるよう、
先輩の皆様と共に
頑張りたいです。

大城　成憲
おおしろ しげのり

幹事
大阪鉄道高等学校
昭和39年業務科卒
何事もチャレンジ
精神を忘れず頑
張ってまいります。

辻野　孝治
 つじの こうじ

幹事
大阪産業大学附属高等学校
平成11年国際情報科卒

栄養士として頑張っ
ております。

大松　久美子
おおまつ くみこ

幹事
大阪鉄道高等学校
昭和41年土木建築科卒
微力ですが同窓会
の活動にお役に立
ちたいです。

内藤　和男
ないとう かずお

幹事
大阪鉄道高等学校
昭和47年電気科卒
同窓会の発展のた
めに微力ながら寄
与させて頂きます。

中山　俊治
なかやま しゅんじ

幹事
大阪産業大学高等学校
平成５年普通科卒
本年は会議に全て
出席し、先輩母校
に恩返し致します。

本田　忠行
 ほんだ ただゆき

幹事
大阪産業大学附属高等学校
平成11年国際情報科卒
女子の存在感を高
め、「くろがね」か
ら色彩光を！
旧姓：西田です。

勝野　早織
 かつの さおり

常任幹事
大阪産業大学高等学校
昭和58年商業科卒
微力ではあります
が、母校に貢献出
来るように頑張り
ます。

山本　忠史
やまもと ただし

常任幹事
大阪産業大学高等学校
昭和58年電気科卒
毎年同窓会総会を
楽しみにしていま
す。

笠間　優雄
 かさま まさお

常任幹事
大阪鉄道高等学校
昭和43年土木建築科卒

与えられた時間を
精一杯活かしきる!!

河田　喜一
 かわた よしかず

幹事
大阪鉄道高等学校
昭和33年機械科卒
同窓会のために、
役員として貢献出
来るように頑張り
ます。

小川　和彦
 おがわ かずひこ

常任幹事
大阪鉄道高等学校
昭和30年機械科卒
歳を重ね耳が遠く、
健康に留意し身の
周りの整理をした
いと思います。

勇上　隆司
ゆうがみ りゅうじ

常任幹事
大阪鉄道高等学校
昭和35年業務科卒
野菜造りを探求し、
育つ楽しみを噛み
締めて行動したい
と思います。

木村　大成
 きむら たいせい

常任幹事
大阪鉄道高等学校
昭和35年土木科卒

母校に貢献出来る
ように頑張ります。

向井　章
 むかい あきら

常任幹事
大阪鉄道高等学校
昭和40年土木建築科卒
日々是好日。陸上
競技部の健闘を応
援し、更なる活躍
を願う。

田邊　正喜
 たなべ まさよし

常任幹事
大阪産業大学高等学校
昭和53年電気科卒
「日々努力」今年
も宜しくお願い致
します。

市場　孝士
 いちば たかし

副会長
大阪鉄道高等学校
昭和40年電気科卒
九十周年にワクワ
ク！母校にうれし
いことが。

田中　一夫
 たなか かずお

副会長
大阪鉄道高等学校
昭和43年機械科卒
学園各部署との連
絡員として和を取
りたいです。

大瀬戸　美満
 おおせと よしみつ

副会長
大阪産業大学高等学校
昭和52年普通科卒
母校の後輩達の部
の活躍の報に日々

胸踊らせています。今後も期待し
ています。

西川　和人
にしかわ かずひと

会計監査
大阪第一鉄道学校
昭和23年運輸科卒
今年は酉年だ!!この
酉 年の字にあや

かって英気を養い母校発展のため
に努めよう。

小池　明雄
 こいけ あきお

会計監査
大阪鉄道高等学校
昭和29年機械科卒
今年も元気で同窓
会に役員・会員と
して頑張ります。

上殿　貞義
うえどの さだよし

会長
大阪鉄道高等学校
昭和31年機械科卒
歴史と伝統のある
同窓会のために頑
張ります。

寺前　章
てらまえ あきら

副会長
大阪鉄道高等学校
昭和35年電気科卒
母校のため誠心誠
意頑張ります。よ
ろしくお願いしま
す。

片岡　満
かたおか みつる

参与
大阪鉄道中学校
昭和25年
今年82歳になりま
した。微力ですが

皆様と一緒に本会のお世話役を務
めさせて頂きます。

 かわべ えいいち

河邊　榮一
参与
大阪第一鉄道学校
昭和23年運輸科卒

山歩きで楽しんで
居ります。

畑　昌三
はた しょうぞう

幹事
大阪産業大学高等学校
昭和53年電気科卒

司城　博明
つかしろ ひろあき

幹事
大阪産業大学高等学校
昭和58年土木建築科卒

高木　満
 たかぎ みつる

編集後記「卒業生の社長会」発足の推進メンバーの募集中！
　母校を巣立った卒業生の中には、多くの社長さんがおられるかと思います。決裁権のある社長、
取締役会長を束ねた「卒業生の社長会」を発足させたいと思います。この目的は社長が集まり母
校の発展にいささかでも貢献できるよう、また会社同士のトップ異業種交流会で新たな活路を見
つけられることを主眼にしています。発足にあたり会則等の準備作業もありますので、ぜひ、社
長さん応募してください。（下記へ連絡お待ちしております。）
　◎応募世話役　同窓会副会長　片岡　kinki-techno@oct.zaq.ne.jp
　　　　　　　　同窓会副会長　田中　tanaka@sandaiko.jp
　　　　　　　　FAX 06-6852-2251　携帯 090-2385-0689

　平成28年度の定期総会は２ページ掲載の通り、問
題なく満場一致で審議を終え二部の懇親会では、記
事の通り盛り上がりました。３月18日には産大校友
会、桐蔭中高同窓会、産大附属中高同窓会の合同親
睦会が初めて行われ連携を一層深めました。いよい
よ来年は創立90周年を迎えることになり記念事業の
発表待ちになっています。次年度46号「くろがね」
からは創立100周年に向けた特集を組み込みたいと
思っていますので、投稿やお写真などご協力お願い
します。� 編集部一同
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